3 

パソコンを持ち歩く 

本章では、パソコンをバッテリ駆動で使用するときについて説明します。 


1バツテリを使う ....... 

2バッテ U を節約する 
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1 バツテリをほう 


バッテ U を充電して、または充電したバッテ1」パックと交換して、バッテ U 駆動 (AC 
アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 

ご購入時は、バッテ U は十分に充電されていません。 

本製品を初めてお使いになるとさは、バッテ U を充電してか6お使いください。 

@■バッテ U の充電。「1章4バッテ U の充電」 

バッテ U パックの交換。「本節4バッテ U バックを交換する」 

ぷバッテリ巧電量のお認をする 

バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ1」充電量をお認しておかないと使用中にノ くッテ U の 
充電量び減少し、途中で作業を中断したり、あわてて AC アダプタを接続することにな 
ります。 

バッテリ充電量を確認するには、次のち法びあります。 

〇 Battery □ LED で確認する 

AC アダプタを接続したとき、 Battery a LED び緑色に点灯すれば充電完了です。 
オレンジ色に点巧あるいは点滅した場合は、バッテ U バックの充電び必要です。 

防 Battery a LED 〇「1章 4-3 バッテ U に関する表示」 


〇アイコンで確認する 

(〇 Windows 98 / 2000 の場合 ^ 

タスクバーの[省電力]アイコン.'4の上にマウスポインタを置くと、バッテ U 充電量 
び表示されます。 


IAC アダプタを接続している場合 

1フルバワー巧り:1卵％ AC"! おオンI 

'て .'-4 グ I 牛 U と 


♦バッテ U 駆動で使用している場合 



P —マル巧 り:1加％ X 時鸟 XX 分 I 

' (表示例) 


このとをバッテ1」充電量 LU 外にも、現在使用している省電カモード名や、使用している 
電源の種類び表示されます。バッテ U 駆動で使用している場合には、バッテ U 動作予想 
時間ち表示されます。 


•タスクバーに表おされる[省電力]アイコンの絵は現在使用されている省電カモードによ D 
乂モ 変わります。 

•「東芝省電カユーティ1」ティ」の[電源設定]タブの設定内容によっては、タスクバーに[省 
電力]アイコンび表示されません。表おさせたいときは、[電源設定]タブで[タスクバーに 
省電カモードの状態を表示ずる]をチェックしてください。 
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(9 Windows NT の場合） 

タスクバーの[バッテ U インジケータ]アイコン （ g 费または 
ンタを置くと、バッテ1」充電量び表示されます。 


) の上にマウスポイ 


IAC アダプタを接続している場合 


>バッテ U 駆動で使用している場合 


(表示例) 


なを-グ丰巧06:52 Ai な&かグ知 g の51 

また、ダブルク U ックすると、バッテ U メーターの画面び表示されます。 

。曾バッテリの ffi 用時間 

電源として使われるノ（ッテ1」の使用時間は、充電量や使用状態により多少差びあります。 


^/?\ま意 


バッテリ駆動で使用しているときは、バッテリの残量に十分ま意してください。 ^ 

パッテリ（バッテリパック、時計用バッテリ）を使いきつてしまうと、スタンバイ機 
能 （rsffss )、サスペンド機能 （ EM ) が効かなくなり、メモリに記憶されて 
いた内容はすべて消えます。また、時刻や日付に誤、差が生じます。このよラな場をは、 
—度全パ’ッテリを充電するために、 AC アダプタを接続して充電してください。 J 


バッテ I 」での使用時間は、パソコン本体の使用環境によって異なります。 
次の時間は目安にして<ださい。 

•充電完了の状態で使用した場合 


省電カモード 

動作時間 

標準 

約2.日時間 


兩' 

メち 


《 Windows 98/2日日日では ノーマルモー ド 、 Windows NT は 
S ディアムノ（ワーモードです。 

(ミち）日 atteryMark 4.0 で計測 

Windows 目8/2日日日のスタンバイ機能、 Windows NT のサスペンド機能を実行したい 
ときは、放電しきるまでの時間が短いため、バッテリ駆動時は休止状態にすることをおすす 
めしまず。 


(P 使っていないときの充電保持時間） 

ノてソコン本体を使用しないで放置していてち、バッテ U 充電量は少しずつ減少します。 
この場合ち放置環境などに左ちされますので、な持時間は、目まにしてください。 

♦フル充電した状態で電源を切った場合 


バソコン本体の状態 

保持時間 

スタンバイ （Em FSlili )) 
サスペンド （ ruTj ) 

約已曰間 

電源切断（シャツトダウン） 
休止状態（胃 P 000 ) 

約 3 週間 
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Q バッテリ巧電■び減少したとを 

電源び入っている状態でノ（ッテ U の充電量の減少び進むと、：欠のよラに警告します。 

• Battery CD LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の減少を示しています） 
♦警告音（ビープ音）び鳴る 

この場合はただちに AC アダプタを接続し、電源を供給してください。 

•長時間使用しないで自然に放電しきってしまったときは、警告音でも Ba け ery にコ LED で 
ST ち放電しをったことを巧ることはでをません。長時間使用しなかったとさは、充電してから 

使用して < ださい。 

感時計用バッテ IJ 

参参参参参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参< 

本製品には、取りはずしびできるバッテ U パックの他に、内蔵時計を動かすための時計 
用バッテ U び内蔵されています。 

時計用パッテ U の充電は、 AC アダプタを接続しているときに巧われます。普通に使用 
しているときは、あまり意識して巧う必要はありません。ただし、あまり充電されてい 
ない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

充電完了までの時間は次のとおりですび、実際には充電完了まで待たなくてち使用でさ 
ます。また、充電状態を巧ることはでさません。 


状態 

時計用バッテ U 

電源 ON (Power ^ LED び点打） 

約10時間な 上 

電源 OFF ( Power 豐 LED びミ肖打） 

ほとんど充電しない 


1 ^) •時計用バッテ1」び切れていると、時間の再設定をうなびす Warning (警告）メッセージび出 
メモ ます。 
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3 章- 1 バッテ U を使5 


休止状態 （ PitEH ) を使用すると、再起動にかかる時間び短くてすみます。 
電源の切りかた、および休止状態を使用ずるち法については、「2章3電源を切る」を 
ご覧ください。 

スタンバイ/サスペンド機能、休止状態について。「5章1ミ肖費電力を節約する」 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 

バッテリラッチを横に巧し①、バッテリ 
カバーをスライドさせる② 
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がバッテリパックを交換する 


ご 


警告 •バッテリパックは、必ず本製品に付属の製品を使用してください。また、寿命などでへ 
交換する場をは、指定の製品をお買いおめください。指定 ly 外の製品は、電圧や端子 
の極性が異なっていることがあるため発煙、乂災のおそれがあります。 


-Wake-up on LAN 機能を有効にした状態でスタンバイ機能を実行し、バッテリパックを交 
Sr 換するとデ-夕び失われまず。 

パッテ U パックを交換する劇ま、 Wake-up 曰 n LAN 機能を無効にして行なってください。 


W 取りはずし/取り付け 


1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

A イ\ま意 •バッテリバックの取り付け/取りはずしをずる場合は、必ず電源を切り、電源コード' 
のプラグを抜いてか 5 作業を行なってください。スタンバイ機能(剛剛 0 )、 
サスペンド機能（〇正）を実行している場合は、バッテ U パックの取りはずしをし 
ないでください。データびミ肖失しまず。 


2 3 4 


パソミを持ち歩く 




















バッテリパックごと、バッテリカバーを 
取0出す 




バッテリカバーか！5バッテリパックを取 
0出す 

バッテ U カバーのツメを左ちに広げ①、バッテリ 
パックを取りはずします③。 


バッテ U バックをな管ずる場合は、シヨート防止のために電極に絶縁テープをはるな 
どの対策をこラじてください。そのままの状態で保管ずると、破裂や义巧のおそれび 
ありまず。 

本体側の電極に手でふれないでください。故障の原因になります。 


交換するバッテリパックをバッテリカ 
パ’一に取り付ける 








3 章- 1 バッテ U を使5 


8パッテリラッチびち側にあることを確認し、バッテリパックをコネクタの位 
置に合わせ①、静かに差し込む② 

新しい、あるいは充電した J くッテリパックをミ主意して差し込んでください。 






バッテリを節約する 


バッテ U 駆動で長時間使用するには、次のち法びあります。 

♦バッテ1」の充電を完了（フル充電）する 

♦バッテ U 駆動で使用した後は、バッテ1」を充電しておく 

♦スタンノ（イ機能 （ E18 〇® )、ヴスペンド機能 （ BiT] )、休止状態 （ ¢181 〇〇 1 ) 
をミ舌用し、こまめに電源を切る 

スタンバイ/サスペンド機能や休止状態とは、電源を切った後、次に電源を入れる 
と、直前の状態を再現することびできる機能です。 

■スタンバイ/サスペンド機能、休止状態について。 r 已章1ミ肖費電力を節約する」 
♦パネルスイッチ機能を活用し、入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 
心パネルスイッチ機能。に章3電源を切る」 

♦省電力に設定する 

■省電力設定。「已章1消費電力を節約する」 
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ハードウエアについて 

本章では、各八ードウエアについて説明します。 

を意事項を守り、正しく取り扱ってください。 


1 周辺機器の取り付けについて . 9 日 

ム マウスの接続 . 97 

ゴ フ□ッピーディスクドライブ . 99 

4 CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブ... 104 

5 PC 力ード . 109 

6 増設メモリ . 114 

/ モデムへの接続 . 117 

8 LAN の接続 . 120 

9 USB 対応機器の接続 . 130 

10 テレビへの接続 . 131 

11 プリンタの接続 . 133 

12 CRT ディスプレイの接続 . 134 

13 外付けキーボードの接続 . 137 














y 周巧機器の取り付けについて 


本章で説明していない周迅機器については、それぞれの周辺機器に付属の説明書を参考 
にして < ださい。 

取り付け/取りはずしのち法は周辺機器によつて違います。各節を読んでか5作業をし 
て < ださい。 


也 


ま意 


超 

お關し、 


パソコンが動作中に着脱することが認め5れていない周辺機器を接続する場ちは、 
必ず電源を切り、電源コードのプラグを巧いてか5作業を行なってください。 



•適切な温度範囲内、湿度範囲内であってわ、結露しないよラに急激な温度変化を与えないで 
ください。冬場は特にを意してください。 

• 湿度やホコリびかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

• 静電気び発生しやすい環境では作業をしないでください。 

•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大きさに合ったちのを使巧してください。 

• 本製品を改造すると、保証やその他のサポートは受け5れません。 


分パソコン本巧へのケーブルの接続 

次の点にミち意して、接続してください。 

♦パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときには、コネクタの上下やち向を 
合わせる 

♦ケーブルのコネクタに固定用ネジがある場合は、パソコン本体のコネクタに接続し 
た後、ケーブルがはずれないよラにネジを締める 

^ I •ケーブルなどを接続ずるとさは、コネクタの巧状にま意して正しく差し込んでください。コ 
ST ネクタに無 S な力び加りるとピンび肺Iたり、0び]たりします。 

周辺機器を使用するとをは、この他に作業び必要なことびあります。また、その必要な 
作業は、使用するシステムで異なることびあります。それぞれの周辺機器に付属の説明 
書をご覧 < ださい。 
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，みマウスの接続 


本製品では、次のよラな市販のマウスを接続して使用ずることびでをます。 

マウスの種類によって、接続ずるコネクタび異なります。 

- PS /2 マゥス 
-シ U アルマウス 

- USB マウス （Windows NT ではヴポートしておりません） 

USB マウスの接続。「本章9 USB 対応機器の接続」 

ま意 • USB マウス L ソ外のマウスを接続ずる場合には、必ず電源を切ってから行なってくだ 
V _さい。電源を入れたまま接続ずると、故障のおそれびありまず。_ 

ぶ PS /2 マウス 


句取り付け 

1 PS /2 コネクタに、 PS /2 マウスのプラグを差し込む 

接続ずるとをは、コネクタのお状にミ主意して正しく差し込んでください。コネクタに無理な 
力び加わるとピンび巧れたり、巧びったりします。 

。取りはずし 

1 パソコン本体に差し込んである PS /2 マウスのプラグを持って巧く 

爲シリアル7ウス 


公取り付け 

1 COMMS コネクタに、シリアルマウスのプラグを差し込む 

接続するとをは、コネクタのお状にミ主意して正しく差し込んでください。コネクタに無理な 
力び加わるとピンび巧れたり、巧びったりします。 

。取りはずし 

1 パソコン本体に差し込んであるシリア J レマウスのプラグを持つて巧く 







o シリアルマウスの設定方ま 

シ U アルマウスを初めて接続するとさは、次の手順に従って操作してくださし、。 

(〇 Windows 98 / 2000の場合） 

パソコン本体の電源を切って、マウスを接続してください。 

接続後、バソコン本体の電源を入れると、シ U アルマウスび自動的に認識されます。 
シ U アルマウスとアキュポイント n び同時に使えるようになります。 

Windows NT の場合） 

次の操作を行なってください。 

1 COMMS コネクタにシリアルマウスを接続する 
2 パソコン本体の電源を入れる 

3 Adoministrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

4 [ディスクの挿入]画面で [ OK ] ボタンをクリックする 
りロピー冠にに:¥1386」と入力する 

〇 [0 K ] ボタンをクリックする 

「再起動しますか？」のメッセージび表示されます。 

7 [はし、]ボタンをクリックする 

パソコン本体び再起動し、シリアルマウスび使えるよ5になります。 
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使用でをるフ□ッピーディスクの種類と、保存でをる容量は;欠のとおりです。 


フ□ッピーディスクの種類 

1枚に保存できる容量 

2 DD タイプ 

720 K 巨 

2 HD タイプ 

1.2 M 己 

2 HD タイプ 

1.44 MB 


1枚あたりに保存でさる容量は、フォーマットのとさに指定します。 

フ□ッピーディスクは、ライトプ□テクトタブを移動することにより、誤ってデータを 
消した0しないよラにすることびでさます。 


ンヤツター 


ラベル 




ライトプ□テクトタブ 


ライトプ□テクトタブのが態で、なのようになります。 


りライトプ□テクトタブの状態 



書さ込み禁止状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
穴び開いた状態にします。 

この状態のフ□ッピーディスクには、データの書さ込みはでさま 
せん。 

データの読み取りはでさます。 

書さ込み可能状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
穴び閉じた状態にします。 

この状態のフ□ッピーデイスクには、データの書さ込みち読み取 
りちでさます。 


フ□ッピーディスクの使用について。「日常の取り扱い-フ□ッピーディスク」 



フ□ツピーディスク 


フ□ツピーディスクドライブ 
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フ□ッピーディスクの隅にかかれている 
矢印の向きに合わせて挿入する 

「カチッ」と音びするまで挿入します。正しく 
セツトされるとイジェクトボタンび出てさます。 


^ フ□ッピーディスクの取り出し 

- FDD/CD-ROM 已 /®> LE □び点打してし'!る場合は、フロッピーディスクを取り出さな 
お原目い いで<ださい。フ□ッピーディスク巧のデータび壊れることびあ0ます。 

1イジェクトボタンを押す 

フロッピーディスクび少し出てさます。そのまま 
手で取り出します。 
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4 章- 3 フ□ッピーディスクドライブ 


フォ ー7 ットするフ□ッピーテイスクをセットする 
デスクトップ上の[マイコンピユータ]をダブルクリックする 

[3 .已インチ FD ( A :)] をクリックする 

[3 .已インチ FD ( A :)] び還択され、アイコンの色び反転します。 

[ファイル]メニ ユーの [フ オー マット]を選択する 


^フ□ッピーディスクのフォーマット 

I 参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参《 

新品のフ□ッピーディスクを使うときには、使用するシステム （0 S ) にあわせて 
「フォーマット」といラ作業び必要です。 

フォーマットとは、フ□ッピーディスクにトラック番号やへッドま号などの基本情報を 
書さ込み、フ□ッピーディスクを使えるようにすることです。 

新品のフ□ッピーディスクには、システムの種類別にフォーマットされているちのと、 
フォーマットを行わずに販売されているちのびあります。新品のフ□ッピーディスクを 
使用する場合は、 「 Windows フォーマット済み」かどうり唯語してください。フォー 
マットされていないフ□ッピーディスクを使うとさは、必ずフォーマットを巧なつてく 
ださい。 

他のシステム上でフォー マッ トされた フ□ッピー ディスクち、 Windows 上でフ ォー 
マッ トすることにより、 Windows で使用することびできます。 

； •フォーマットを行うと、そのフ□ッピーディスクに保をされていた情報はすべておえます。 
ぉ願ぃ 一度使用したフ□ッピーディスクをフォーマットする場合は注意してください。 

〇フォーマット方ま 

Windows でのフォー マット方法を簡単に説明します。詳しくは 、 『Windows のへ ル 
プ』をご覧ください。 

•他社のパソコンでフォー マッ トしたフ □ッ ピーディスクの中には使用でさないちのがあ0ます。 
^メ亡 •2HD フ □ッ ピーディスクを 2DD タイプでフォー マッ トしたり、またその逆でのフ n ッ ピー 
ディスクの使用はでさません。正しくフォー マッ トされているフ □ッ ピーディスクを使用し 
て < ださい。 

•Windows 目 8 の場合、 フォー マット形式は、 2DD の場合は 720K 目、 2HD の場合は 
1 .44M 目のみになります。 


12 3 4 
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5 フォー マットち法を選択し、 フォー マットを行う 

未フォーマットのフロッピーディスクを使用して、フォーマットや起動ディスクの作成をす 
る場合、かなり時間びかかることびあります。 

TW 

① フォーマットち法を選択し、[開始]ボタンをクリックずる 



未フォーマツトまたはこのパソコンで使用でさないお式でフォーマツトされているフ□ツ 
ピーディスクの場合、クイックフォーマツトはでさません。 


フォーマットび開始されます。 

フォーマットび終了すると、フ□ッピーディスクの情報び表示されますので、確認してく 
ださい。 

② [フォーマット結果]の内容を巧認し、[閉じる]ボタンをクリックずる 

これで、フォーマットは完了です。 

他のフロッピーディスクを続けてフォーマットする場合は、フ□ッピーディスクを入れ替 
えて、手順巳から実施します。 

フォーマットを終了する場合は、[閉じる]ボタンをクリックします。 















4 章- 3 フ□ッピーディスクドライブ 


noolrNU 

①必要に応じて、暦量や口才ーマットオプション]を設定し、[開掛ボタンをク 
U ックずる 

未フオーマツトのフ□ッピーディスクの場合、クイックフオーマツトはできません。 



* 画面は Windows 2000の場合です。 

フォーマットび開始されます。 

フォーマットび終了すると、「フォーマットび完了しました。」といラメッセージび表おさ 
れます。 

⑤ [ OK ] ボタンをク U ックずる 

これで、フォーマットは完了です。 

他のフロッピーディスクを続けてフォーマットする場合は、フ□ッピーディスクを入れ替 
えて、手順巳から実施します。 

フォーマットを終了する場合は、[閉じる]ボタンをクリックします。 





















'Aj CD - ROM ドライブ/ DVDflOM ドライブ 



夺内蔵されているドライブの種類は、ご購入のモデルによって異なります。 

CD/DVD 


〇 CD - ROM ドライブで使用できる CD ) 

使用でをる CD は、次の種類でず（読み込みのみ可能でず)。 

① 音楽用 CD 

8 cm . 1 2 cm の音楽用 CD び聴けます。 

② フォト CD 

③ CD-ROM 

使用するシステムに適合する旧0 9日日0フォーマツトのちのび使用でさます。 

④ CD ェクストラ 
⑥ CD-R 

⑥ CD-RW 



* DVD - ROM モデルのみ 


DVD - ROM ドライブで使用できる CD / DVD は、次の種類です（読み込みのみ巧能です)。 

① 上記の CD 

② DVD-ROM 

③ DVD-Video 

^^5) • DVD - Video 再生時は、 AC アダプタを接続した状態でご使用になることをおすすめします。 

爺まに、使用する DV □ディスクのタイトルによっては、コマ落ちするケ-スびあります。 

防 CD / DVD の使用について。「曰甫の取り扱し）- CD / DVD 」 

- CD - R 、 CD - RW は、メディアの特性や書き込み時の特性によって、読み込めない場合もあり 
乂モ ます。 
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•パソコン本体を携帯するときは、 CD-R 日 M ドラ 
で!!^イブ/ DVD-ROM ドライブに CD/DV □び 

入っていないことを確認してください。入ってい 
る場含は取り出してください。 


- CD/DVD は、電源び入り、 FDD/CD-ROM B/®> LED び消なしているとさにセット/ 
y t 取り出しびできます。 

•次の場合は、ディスクトレイはイジェクトボタンを押しても出てこない、またはすぐには出 
てをません。 

-電源を入れた直後 
• U セットした直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 

これらの場含には、ディスクトレイ LED の点滅び終了したことを確認してか5、イジェク 
トボタンを押して < ださし、。 

- Windows び起動したとき、 FDD/CD-ROM B/®> LED び周期的に薄く点灯します。 
これは CD / DVD の自動挿入を検出しているためで、故障ではありません。 



ディスクトレイ内のレンズに触れないでください。 CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM、 
ドライブの故障の原因になります。 

FDD/CD-ROM 己/®) LED およびディスクトレイ LED び点灯しているときは、 
CD/DVD が動作しています。このときはイジ王クトボタンを巧さないでください。 
CD/DVD または CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブの故障の原因となります。 


イジエクトボタンやディスクトレイ LED の位置は、ご購入のモデルによって異なります。 


^ CD / DVD のセツトと取り出し 


エアについて 








U CD/DVD のセット 


CD / DVD をセツトするには、次のように行います。 

パソコン本体の電源を入れる 

電源び入っていないと、イジェクトボタンを巧しても、ディスクトレイは出てきません。 


2 


兩' 

乂モ 


イジェクトボタンを巧す 

イジェクトボタンを押したら、ボタンから手を離 
してください。ディスクトレイび少し出てさます 
(数秒かかることびあります)。 



づディスクトレイを引き出す 

巳 D / DVD をのせる面びすべて出るまで、引き 
出します。 


4 


文字び書いてある面を上にして、 CD / 
DVD の穴の部分をディスクトレイの中 
央凸部分に合わせ、上か！5巧さえてセツ 
卜する 

カチッと音びして、セットされていることを確認 
してください。 



ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。 CD-ROM ドライ\ 
ブ /DVD 书 OM ドライブの故廣の原因になります。 

CD/DVD をディスクトレイにセットずるときは、お理な力をかけないでください。 
CD/DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと、 CD/DVD を傷つけること 
びあります。 


ま意 


V 




； •パソコン携帯時は、 CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブに入っている CD/DVD は 
ぉ關ぃ 取り出してくださし、。 

パソコン本体の電源を入れる 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイび少し出てさます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせる面びすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に 
持ち上げて取り出す 

ディスクトレイから巳 D / DVD を取り出します。 

巳 D / DVD を取り出しにくいときは、中央凸部を 
少し押してください。簡単に取り出せるよラにな 
0ます。 



( 八ま意 - FDD/CD-ROM 日/ LED び点口しているときは、 CD/DVD を取り出さないで、 
ください。 CD/DVD のデータや CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブびこわ 
V れるおそれびあります。 


5 「カチッ」と音びするまで、ディスクト 
レイを巧し戻す 



CD / DVD の取り出し 


CD - ROM ドライフ/ DVD - ROM ドライフ 


4章 


12 3 4 
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5 「カチッ」と音がするまで、ディスクト 
レイを巧し戻す 



-電源を切っているときにイジェクトボタンを押しても、ディスクトレイは出てきません。 

/;>(亡 故障などで電源び入らない場合は、 CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブのイジェクト 

ホールを、先の細い、丈夫なをの（例えば、ク U ップを伸ばしたをの）で巧してください。ディ 
スクトレイび出てをます。 





S PC 力ード 


本製品には、 PC カード（別売り）を取り付けることがでさます。 

e ま意-ホットインサーシヨンに対応していない PC カードを使用する場をは、必ずパソコン^^ 
本体の電源を切ってか6取り付け/取りはずしを行なってください。電源を入れたま 
_ま作業を巧うと、 PC 力ードが故障するおそれがあります。 J 

7^) •市販されている PC カードには、自己発熱の大きいちのびあります。このようなカードを長 
時間動作させていると、自己発熱の影響により、カードの動作び不安定になる場合びありま 
す。また、他のカードといっしょに使用すると、熱の影響により、他のカードの動作わ不安 
定になる場含びあ0ます。 

- ホッ トインサーシヨン 

パソコン本体の電源を入れたままで、 PC カードの取り付け/取りはずしをすることをいい 
ます。ただし、 PC カードによってはこの機能に対応していないものびあります。 

* Windows NT をお使いの場合、 「SystemSoft CardWizard-Pius for Windows NT 」 びイ 
ンストールされていますので、ホットインサーシヨンやプラグアンドプレイを行ラことびで 
きます。ただし、 PC カードによっては、これらの機能に対応していない場合びあります。 
また、に ystemSoft CardWizard-Plus for Windows NT 」 をアンインストールした場合 
やこのユーティリティに対応していない PC カードの場含、ホットインサーシヨンやプラグ 
アンドプレイを行ラことはでさません。 

臨詳細について与[スタート]-[プ n グラム]-に ardWizard for Windows NT ] - 
[最初に必ずお読みください] 

• PC 力ード接続の八ードディスクドライブまたは CD - ROM ドライブの動作中に、通信または 
ヴウンド再生を行なった場合、次の現象び発生することがあ0ます。 

•通信回線の速度び遅くなる、通信回線げ切断される、ダイア U ングに失敗する 
-ヴウンド再生時に音飛びび発生する 

使用でさる PC カードのタイプは、取り付けるス□ットによって異なります。 


使用ス□ット 

使用可能タイプ 

1 (上側） 

TYPE n 

0 (下側） 

TYPE n/in 


PC カードの例を次にあげます。 

•モデムカード 

• SCSI アダプタ 
•フラッシュ モリ 

• CardBus 対応カード 

•ス□ット日にタイプのの PC カードを取0付けた場含は、ス□ット1に PC カードを取り付 
f 乂 t けることはでさません。 



『 PC カードに付属の説明書』 





分取り付け 

1 PC カードにケーブルを付ける 

モデムカードなど、ケーブルを接続することが必 
要なカードの場合は、この作業を行なってくださ 
い。 


i ^) •ケーブルを接続するとさは、コネクタの形状にま意して正しく差し込んでください。コネク 
So 夕に無理妨が加わるとピンび巧れたり、ながったりします。 



2 PC 力ード□ックを解除する 

図のよラに P 巳力ード□ックび左側にあることを確認してください。ち側にある場合は、左 
にスライドしてロックを解除してください。 



3 上下や方向を確認し、 PC 力ードを挿入 
する 

カードは無理な力を加えず、静かに奥まで押して 
ください。きちんと奥まで差し込まれていない場 
合、 P 巳力ードは使用でをません。 
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4 章-已 PC 力ード 


Windows NT の場合、 PC カードを挿入すると、メッセージが表示されますので、画面の指 
おに従ってください。 



- (表示例) 

4 PC 力ード□ックを有効（ち側）にする 

カードを接続した後、カードを使用でさるよラに設定されているかどうかをお認してく 
ださい。 

カードの接続および環境の設定ち法 A 『 PC カードに付属の説明書』 

。取りはずし 

CK ま意 - PC 力ードの使用終了は必ず行なってくださし使用終了せずに PC 力ードを取りは\ 

ずずとシステムが致命の影響を受ける場含があります。 

• Windows NT の場含 、 PC 力ードが 「SystemSoft CardWizard-Plus for Windows 
NT 」 に対応していない場含は、必ず電源を切ってか5 PC 力ードを取りはずしてくだ 
V 乳、。 ) 


- PC 力ードをアプ U ケーシヨンやシステムで使巧していないことを確認してから取りはずし 
ぉ願い を行なってくださし、。 

1 PC 力ードの使用を終了する 
F 981 

① タスクバーにある [ PC 力ード]アイコン（、）をダブルク U ックする 

② 表示される画面で、終了ずる PC カードを選択し、[停止]ボタンをク U ックする 

③ r 安全に取りはずせます」び表示されたら、 [0 ロボタンをク U ックする 

PT000 

① タスクパ'—にある[八ードウエアの取り外しまたは取り出し]アイコン（シ）をダ 
ブルク1」ックずる 

② 表示される画面で、終了ずる PC カードを選択し、[停止]ボタンをク U ックする 

③ 表示される画面で、終了ずる PC カードをお語し、 [0 K ] ボタンをク U ックする 

④ ほ全に取り外すことびできます」び表示されたら、 [0 ロボタンをク U ックする 

FNT 

① タスクバーにある [ CardWizard ] アイコン (も) をダブルク U ックする 

② 表示される画面で、終了ずる PC カードス□ットを選択し、ちク U ックする 

③ 表示されるメニューから[停止]ボタンをク U ックする 
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PC カードには、長い時間使用していると熱を帯びるちのがあります。 PC カードを 
取りはずす際に、 PC カードが熱い場をは、かし時間をおき、をめてか 6 PC カード 
を取りはずしてください。 


2 3 








4 章- 已 PC 力ード 


PC カードを七キュ U ティ□ックする 

PC カード□ックとセキュ U ティ □ ックを使用することで PC カードび取りはずせない 
ようにすることびできます。 PC カードを取り付け後、この操作を巧なつてくださし、。 
またこの操作は必要なとさのみ行なつてください。 


1 PC 力ード□ックを有効（ち側）にする 



^ ) •セキュリティ n ック巧の機器については、本製品に対応のものかどラかを販売店にご確認く 
お願い にさし、。 
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テータを 保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

バソコ ン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

■バッテ U パックの取りはずしかた A 「3章 1-4 バッテ U バックを交換する」 


増設メモリ 


本製品には、日 4 MB または 128 MB のメモ U び標準装備されています。 

本製品には2つの増設メモ U ス□ット（ス□ット A とス□ット B ) びあり、ス□ット A 
にはすでに日 4 MB または] 28 MB のメモ U び取り付けられています。 

別売りのメモ U をス□ット B に取り付けたり、ス□ット A のメモ U を付け替えることに 
より最大已] 2 MB までお張することびできまず。 


(5 


化 


(を S を青、 


本文中で説明されている部分切外は絶対に分解しないでください。内部には高電圧部 
分が数をくあり、万一触ると危険です。 ^ 

増設メモリの取り付け/取りはずしを行う場含は、必ず電源を切り、 AC アダプタの\ 
プラグを抜き、バッテリパックを取りはずしてか6作業を行なってください。電源を 
入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれがあります。 

-電源を切った直後には、増設メモリの取り付け/取りはずしを行わないでください。 
増設メモリス□ット周辺が熱くなっているため、やけどのおそれがあります。 

増設メモリの取り付け/取りはずしは、電源を切った後30分上たってから、行う 
ことをおすすめします。 

_•増設メモリを強く巧したり、曲げたり、落としたりしないでください。_ J 

-増設メモ U は、精密な電子部品のため静電気によって致命的損傷を受けることびあります。 
So 人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ I 」を取り付ける前に静電気を 

逃びしてか5作業を行なってください。手近にある金属製のものに軽く指を触れるだけで、 
静電気を防ぐことびでさます。 

-スタンバイ機能 （ TM F2000I). ヴスペンド機能 （ OB )、休止状態 （ fFM WO ) 

を設定したまま、増設^モリの取0付け/取りはずしを巧わないでください。 

スタンバイ/サスペンド機能、または休止状態は無効になります。 

また、本体巧の記憶内容び変化し、消失することびあります。 

-増設メモ U は本製品で動作び保証されているちのをご使用ください。 

それ!^^がのメモリを増設するとシステムび起動しな<なった0、動作び不安定になります。 


y 取り付け 
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4 増設メモリカバーのネジ 2 本をはずし、 
力八’一をはずす 



迄) 

お願い 


ネジをはずす際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 


^警告 


を意 


ステープル、ク U ップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れないでく 
ださい。シヨート、発煙のおそれびありまず。万一、機器内部に入った場合は、電源 
を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くのな守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

パソコン本体やメモ U のコネクタに触5ないでください。コネクタにごみが付着ずる' 
と、メモ U び正常に使用できなくなりまず。 . 


5 


増設メモリを増設メモリス□ットのコネ 
クタに斜めに挿入し①、固定するまで増 
設メモリを倒す② 

増設メモリの切れ込みを、増設メモリス□ットの 
コネクタのツメに合わせて、しっかり差し込みま 
す。フックびかかりにくいとをは、ペン先などで 
広げて < ださい。 



6 

7 


増設メモリカバーをつけて、手順4ではずしたネジ2本をとめる 
バッテリパックを取り付ける 

■バッテ U パックの取り付けかた A に章 ]-4 バッテ U バックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れたとさ、合計のメモ1」量び自動的に認識されます。合計のメ 
モリ量び正しいかどラかを次の方法で確認してくださし、。 

臣画）： PC 診断ツール 

① [スタート]-[プ□グラム]-[ま芝ユーテイ U テイ]- [ PC 診断ツール]をク 
U ックする 

② [基本情報の表示]ボタンをク U ックする 

③ [メモリ]の数値をお認する 

巧厕 jipH 互：システムのプ□パテイ 

① [スタート]-[設定]-[コント□ールバネル]をク U ックずる 

② [システム]をダブルク U ックする 

③ [全般]タブの RAM の数値をお認する 





















パソコン本体に接続されている AC アダプタとケース レ 類をはずす 
パソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

■バッテ U パックの取りはずしかた。「3章 1-4 バッテ U バックを交換する」 

増設メモリ カバーの ネジ2本をはずし、 カバーを はずす 

-ネジをはずず際は、ネジの種類に合ったドライ J (を使用してください。 

お願い 


^警告 


(5 


ステープル、クリップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れないでく 
ださい。ショート、発煙のおそれがあります。万一、機器内部に入った場をは、電源 
を入れずに、お買いずめの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 


ま意-パソコン本体やメモ U のコネクタに触らないで<ださい。コネクタにごみが付着する 
と、メモリが正常に使用できなくなります。 . 


5 増設メモリを固定しているをちのフックをペン先などで開き①、増設メモリ 
をパソコン本体か5取りはずす② 

増設メモリを斜めに持ち上げて引を抜きます。 



6 増設メモリカバーをつけて、手順4ではずしたネジ2本をとめる 
/バッテリパックを取り付ける 

■バッテ U パックの取り付けかた。「3章 ]-4 バッテ U パックを交換する」 


取りはずし 


也 


データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

ま意 •増設メモリの取り付け/取りはずしをする場含は、必ず電源を切0、 AC アダプタの 
プラグを抜き、バッテリパックを取りはずしてか5作業を行なってください。 J 


2 3 4 
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7 モデムへの接続 


承モデム内蔵モデルのみ 


ぷ電話回線への接続 

内蔵モデムを使用する場合、モジュラーケーブルを使って2線式の電話回線に接続します。 
本製品の内蔵モデムは、次の地域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、イギ U ス、イスラ 
エル、イタリア、インドネシア、エジプト、エストニア、オーストラリア、オースト U 
ア、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、シンガポール、スイス、スウェーデン、スぺ 
イン、スリランカ、ス□ベニア、タイ、台湾、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、曰 
本、ニュージーランド、ノルウェー、八ンガリー、バングラデシュ、フィ U ピン、フィ 
ンランド、フランス、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、マレーシア、マルタ、 
南アフリカ、ラトビア、リトアニア、ルクセンブルク、レバノン 

に001年]月現祖 

また、公衆回線網の通信規格は各地域により異なりますので、ご使用になる地域に合わ 
せて設定び必要でず。ご購入時は「曰本」に設定されています。 
《オンラインマニュアル〉〉 

内蔵モデムは、 tU-T V .90 に準拠しています。 

通信先のプ□ノ（イダび V .90 しソ外の場合は、最大 33.6 Kbps で接続されまず。 

-モジュラーケーブルの取り付け/取 D はずしは、バソコンの電源を切った状態で行なってく 
お願い にさし、。 



ノ V 
I 

ド’ 

ク 

I 

ア 

に 

ご 

い 

て 



Q 取り付け 

^ J •モジュラーケーブルをはずした0差し込むとさは、プ 
ぉ願ぃ ラグの部分を持って巧なってください。また、はずす 

とさは、ジャックの□ック部を押しなびらはずしてく 
ださい。ケーブルを引っ張らないでください。 



1モジュラーケーブルのプラグの一ちを 
パソコン本体のモジュラージャックに 
差し込む 

□ック部を手前に向けて差込んでください。 
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2 ちう一ちのモジュラープラグを電話機用モジュラージャックに差し込む 

侶 DN 回線に接続する場合は、ご使用の夕ーミナルアダプタ (TA) またはダイヤルアップ 
ルータのアナ□グポートへ接続して<ださい。 


ま意-内感モデムは使用できる地域が限定されます。指定 m 外の地域で内蔵モデムを使用す 
ると故障のおそれがあります。使用できる地域をよくご確認のうえ、ご使用ください。 
•内感モデムは一般電話回線（アナ□グ回線）に接続して使用してください。デジタル 
回線（旧 DN 回線など）には接続できまはん。デジタル回線対応の公衆電話のデジタ 
ル側やデジタル式交換機 ( PBX ) へ接続すると、故障のおそれがあります。ホームテ 
レホンやビジネスホン用の電話回線には絶対に接続しないでください。 


モジュラープラグをモジュラージャックに接続するとさは、「カチッ」と音びするまで確実に 
押し込んで < ださし、。 

市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ通信や他の 
機器の動作に悪影響を与えることがあ0ます。 

回線切換器を使巧する場合は、両切〇式のちの（未使用機器か5回線を完全に切り離す構造 
のちの）を使用してください。 

モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モジュラー 
ケーブルを引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないで<ださい。モジュラージャックび 
破損するおそれびあ0ます。 


7 ^ ' 

ソち 


PC 力ード接続の八ードディスクドライブまたは CD - ROM ドライブの動作中に、通信または 
ヴウンド再生を行なった場合、次の現象び発生することがあります。 

■通信回線の速度び遅くなる、通信回線び切断される、ダイア U ングに失敗する 
-ヴウンド再生時に音飛びび発生する 


y 取りはずし 


パソコン本体と電話機用モジュラージャックに差し込んであるモジュラープ 
ラグを巧く 


^内蔵モデム 


内蔵モデムを取り付けることによって、モデム機能を使用でさます。あらかじめ内蔵モデ 
ムび取り付け日れているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業は必要ありません。 
あらかじめ内蔵モデムび取り付けられているモデルの場合は、モデムを取りはずした状 
態で本製品を使用しないでください。 


告-本交中で説明されている部分 lii がは絶対に分辭しないでください。内部には高電圧部 
分が数をくあり、万一触ると危険です。 


意 •内感モデムの取り付け/取りはずしを行う場台は、必ず電源を切り、 AC アダプタの 
プラグを抜き、バッテリパックを取りはずしてか5作業を行なってください。電源を 
入れたまま取り付け/取りはずしを巧うと感電、故障のおそれびあります。 

-電源を切った直後には、内蔵モデムの取り付け/取りはずしを行わないでくださし、。 
内部び熱くなっているため、やけどのおそれがあります。 

内感モデムの取り付け/取りはずしは、電源を切った後30分上たってか5、行ラ 
ことをおすすめします。 

•内感モデムを強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 





4 章- 7 モデムへの接続 


分取り付け 

1データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 
2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 
3パソコン本体を裏返して、バッテリパックを取りはずす 
4本体裏側の内蔵モデムカバーのネジ 2 本をはずし、カバーを取りはずす 
D モデムボードのネジ 2 本を取りはずす 
〇モデムボードをパソコン本体に取り付ける 
/手順已ではずしたモデムボードのネジ 2 本をとめる 
8手順 4 ではずしたカバーをはめ、ネジ 2 本でとめる 
9バッテリパックを取り付ける 

一取りはずし 

1データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 
2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 
3パソコン本体を裏返して、バッテリパックを取りはずす 
4本体裏側の内蔵モデムカバーのネジ 2 本をはずし、カバーを取りはずす 
D モデムボードのネジ 2 本を取りはずす 
〇モデムボードをパソコン本体か 5 取りはずす 
/手順已ではずしたモデムボードのネジ 2 本をとめる 
8手順 4 ではずしたカバーをはめ、ネジ 2 本でとめる 
9バッテリパックを取り付ける 




LAN インタフエースを] 00 日 ASE - TX 規格 (100 Mbps ) でご使用になるときは、必 
ずカテゴ U 已 （ CAT 已）のケーブルを使用してください。カテゴ U 3のケーブルは使用 
でさません。 

10 BASE - T 規格 （10 Mbps ) でご使用になるときは、カテゴ U 3または己のケープル 
び使用でさます。 

• LAN ケーブルをはずした0差し込むときは、ジャック 
ぉ關ぃ の部分を持って巧なってください。また、はずすとさ 

は、ジャックの□ック部を押しなび5はずしてくださ 
し、ケーブルを引っ張5ないでください。 


パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのジャックをち側面の 
LAN コネクタに差し込む 

□ック部をノ（ソコン本体の背面側にむけて、パチ 
ンと音びするまで差し込んでください。 


LAN ケーブルのちう一ちのジャックを M 先のネットワーク機器のコネクタに 
差し込む 

ネットワーク機器の接続先やネットワークの設定は、ネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 




8 LAN の接続 


本製品には 、 Fast 曰 hernet (100 BASE - TX)、 Ethernet (10 BASE - T ) に対応した 
LAN インタフェースび内蔵されています。本製品の LAN コネクタに LAN ケーブルを 
接続すると、 Fast 曰 hernet 、 Ethernet であるかを検出し、自動的に切り替えます。 
ここでは、 LAN ケーブルの接続、 LAN インタフェースをご使用になる際のを意事項を 
説明します。 

ぶ LAN ケーブルの接続 


2 


3 






•ネットワーク設迅ま、ネットワーク管理をの指示に従ってください。 

お願い 

分ネットワークの設定 

1[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 
2 [ネットワーク]をダブルクリックする 

ゴ[ネットワークの設定]タブで変更を巧う 

コンピュータに接続されているネットワークアダプタによって、画面内のアダプタ名は異な 
0ます。 


表示例 



r 


ご購入時は、ネットワークの設定は既定値になっています。 Windows のセットアッ 
プ時に LAN ケーブルを接続していると、ネットワークの設定が既定値のままネット 
ワークに接続してしまい、ネットワークに障害をもた5す場をがあります。必ず、 
LAN ケーブルをはずした状態で Windows のセットアップを行なってください。 


夕 Windows 98のネットワーク設定について 

ネットワークに接続する場合は、ネットワークの設定を行ラ必要びあります。ネット 
ワークの設定内容は、ネットワーク環境によって異なります。接続するネットワーク 
の、ネットワーク管理者の指示に従って設定を行なってください。ご購入時は既定値 
( Default ) び設定されています。既定値のままネットワークに接続すると、ネットワー 
クに障害をちたらす場合びあります。また、セットアップび終了し、 Windows の超動 
時に、ネットワークバスワードを入力する必要びある場合びあります。後述の「起動時 
のパスワードの入力 I を参照のラえ、パスワードを入力してくださし、。 
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ネットワーク管理者の指示に従い、ネットワークの設定を行なってくださし、。 
♦ネットワーククライアント....他のコンピュータに接続する機能です。 


♦プロトコル . コンピュータび通信するための言語でず。通信する 

複数のコンピュータどうしは、同じプ□トコルを使 
用する必要びあります。 

♦アダプタ . コンピュータを物理的に接続する八ードウエアデバ 

イスです。 

♦サービス . このコンピュータのファイルやプ1」ンタなどの1」ソー 

スを、他のコンピュータから使えるよラにします。 


[識別情報]タブで、[コンピュータ名]、[ワークグループ]をネットワーク 
管理ちの指示に従い、設定する 


读示例) 



ま意.コンピュータちとワークグループは必ず既定値 （ Default、Default Wg ) の状態か 
5変更してください。既定値のままのコンピュータを複数台ネットワークに接続しま 
ずと、コンピュータ名び重複し、巧のエラーメッセージび表示されまずので、必ず重 
複しないコンピュータちを付けてください。 








4 章- 8 LAN の接続 


5 [アクセスの制御]タブで、変更を行う 


读ぉ例) 

ネットワーク管理者の指示に従い、共有 U ソースへのアクセス権の管理方法を設定します。 

〇設定が終了した！5、 [0 K ] ボタンをクリックし、パソコン本体を再起動する 

^ 起動時のパスワードの入力 

1 パソコンの電源を入れる 

2 ネットワーク管理ちの指示に従い、ユーザー名と、パスワードを入力する 

ここで表示される画面は、ネットワークの設定内容によって異なります（ネットワーク 
クライアントの種類、ドメインサーバに□グインするかどうかなど)。ここでは、次の 
画面を例にあげていますび、他の画面の場合をネットワーク管理ちの指示に従い、入力 
してくださし、。 




'バスワードは、忘れないよ5にメモずることをおずすめします。 

ソ E 
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•ネットワーク設定やコンピュータ識別は、必ずネットワーク管 S ちの指示に従ってください。 

お願し、 


y ネットワークの設定 

1 Administrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

2 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

3 [ネットワークとダイヤルアップ接続]をダブルクリックする 

4 [□— カルエリア接続]アイコンにマウスポインタを合わせてちクリックする 
な表示されるメニューか！5 [プ□パティ]を選択する 

〇ネットワーク接続の設定を巧う 


读ぉ例) 

セットアップ時に設定した構成になっています。 

本製品の標準設定の場合、なのよラになっています。 

アダプタ ： Intel ( R ) PR 0/1 00 VE Network Connection 
クライアント： Microsoft ネットワーク用クライアント 
サービス ： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共用 
プ日トコル : TCP/IP (自動取得） 









4 章- 8 LAN の接続 


9ネットワーク上でのコンピュータ識丹 J ) 

1 Administrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

2 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

3 [システム]をダブルクリックする 

4 [ネットワーク ID ] タブを選択する 



读示例) 


5ネットワーク ID とプ□パテイの設定を行う 

コンピュータ名、ドメイン/ワークグループ名はセットアップ時に設定した構成になってい 
ます。 

変更する場合はここで再設定してください。 
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•ネットワーク設定やコンピュータ識別は、必ずネットワーク管 S ちの指示に従ってください。 

お原目い 

Q ネットワークの設定 

1 Administrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

「SystemSoft CardWizard-Plus for Windows NT 」 が内蔵 LAN インタフエースを認識し 
たことを知らせる X ッセージが表示されます。 

「カード」、「ソケット」など、 X ッセージが PC カード向けの内容になっていますが、動作に 
は問題ありません。 



ご購入時は、ネットワークの設定は既定値になつています。 Windows のセットアッ 
プ時に LAN ケーブルを接続していると、ネットワークの設定が既定値のままネット 
ワークに接続してしまい、ネットワークに障害をちた5す場含があります。必ず、 
LAN ケーブルをはずしたげ態で Windows のセットアツプを行なってください。 


ネットワークに接続する場合は、ネットワークの設定を行う必要があります。ネット 
ワークの設定内容は、ネットワーク罵境によって異なります。ネットワーク管理者の指 
示に従って設定を行なってください。 


Windows NT のネットワーク設定について 


2 3 
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4 [ネットワーク]をダブルクリックする 

次の画面び表示されます。 


4章-8 LAN の接続 



5ネットワーク管理者の指示に従い、識別、ヴービス、プロトコル、アダプタ、 
バインドの設定を巧う 

Windows NT のセットアップ終了後は Windows NT Service Pack 6 a びインストール 
された巧態になっています。 

また 、 Windows NT のセツトアップ終了後のネットワークの構成は次のようになつてい 
ます。 



アダプタ ： Intel 旧） PRO /1 00 VE Network Connection 

プ □トコ ル ： NetBEUI 

識扫 U : WORKGROUP 

コンピュータ名：初期セツトアップ時に入力した名前 


プロトコルなどを追加する場合 r いくつかの Windows NT ファイルをコピーする必要 
びあります」といラ画面び表示される場合びあります。 

この場合は、画面のファイル検索場所に 「 C :¥ i 38 日」と表示されていることを確認して 






分起動時のパスワード入力 

1 パソコンの電源を入れる 

2 ネットワーク管理ちの指示に従い、ユーザー名と、パスワードを入力する 

ここで表示される画面は、ネットワークの設定内容によって異なります（ネットワーククラ 
イアントの種類、ドメインサーバにログオンするかどラかなど)。ここでは、なの画面を例に 
あげていますび、他の画面の場合もネットワーク管理者の指示に従い、入力してください。 



'バスワードは、ちれないようにメモすることをおすすめします。 

乂モ 

3 [0 K ] ボタンをクリックする 

に ystemSoft CardWizard-Plus for Windows NT 」 び内蔵 LAN インタ フエースを 
認識したことを知らせるメッセージび表示されます。 

メッセージの内容び PC カード向けになっていますび、動作には問題ありません。 



(表示例) 

4 [0 K ] ボタンをクリックする 
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4 章- 8 LAN の接続 


LAN などのドライバ/プロトコルを追加/変更した場合には 、 Service Pack 日 a を再 
度インス I -ールしなければなりません。 

なお 、 Service Pack 6 a をインストールすると一部のファイルび置き換えられてしま 
し、、正南に動作しなくなるアプ U ケーシヨンちあります。 

インス!-ールの際は次の手順に従ってください。 

詳細については、《オンラインマニュアル》または 《 UU —ス情報〉〉をご覧ください。 

Administrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

r 東芝パワーマネージメントシステム」をアンインス I -ールする 

アンインストールび完了したをは、必ず再起動してください。 

Administrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

デスクトップにある [Service Pack 日 a セットアップ]アイコンをダブル 
クリックする 

インストールび開始されます。表示されるメッセージに従ってインストールしてください。 
インストールび完了すると、メッセージび表示されます。 

[再起動]ボタンをクリックする 

パソコンを再起動します。 

Adminiatrators グループのユーザアカウントで□グオンする 

r 東芝パワーマネージメントシステム」を再インス I ルする 

インストールび完了した後は、必ず再起動してください。 


^ Service Pack 6 a のインストールについて 


12 3 4 5 6 7 





9 USB 巧応機巧の接続 


本製品には、 USB 規格の機器を取り付けることのできる、 USB コネクタび2つ用意さ 
れています。 USB 対応機器び対応しているシステムを確認のうえ、お使いくださし、。 

* Windows NT 4.0 では、 USB 対応機器はヴポートしていません。 


U 取り付け 

1 USB ケーブルのプラグをパソコン本体 
の USB コネクタに差し込む 


2 USB ケーブルのちう一ちのプラグを USB 対応機器に差し込む 

手順2びお要ない機器ちあります。 

• USB 対応の周辺機器を使用するには、システム （0 S )、 および周辺機器用ドライバの対応び 
お關い 必要です。 

-今後出荷される US 目対応の周辺機器については、動作確認びでをていないためすベての周 
辺機器の動作を保証ずることはでさません。 

• US 巨対応機器を接続したままスタンバイ機能 （ Olf 却邮 I )を実行すると、復帰後に 

US 目対応機器び使用でさない場含びあります。その場含は、パソコンを再起動してください。 

〇取りはずし 

1パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルのプラグを 
巧く 

USB 対応機器についての詳細。 『 USB 対応機器に付属の説明書』 










2 ちう一方のプラグをテレビの入力端子に差し込む 

。取りはずし 

1パソコン本体とテレビに差し込んであるビデオ出カケーブルのプラグを巧く 

。テレビに表示する 

テレビに表示するには次の方法で表示装置を切り替えてください。表示装置を切り替え 
ないと、テレビには表示されません。 

方法！一画面のプ□パティで設定する） 

F58 FlOii 

①[スタート]-[設定]-[コント□ールバネル]をク U ックする 
⑨[画面]をダブルク U ックする 

③ [設定]タブで[詳細]ボタンをク1」ックする 

④ [表示デバイス]タブの[表示デバイス]で次のいずれかを選択する 

• LCD/TV ..... 内部液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

[デイファレント U フレッシュレート]をチェックしてから、 [ LCD / 
TV ] を選択してください。 

• TV . テレビだけに表示 


FHT 

① [スタート]-[設定]-[コント□ールバネル]をク U ックする 

② [画面]をダブルク U ックする 

③ [表示デバイス]タブの[表示デバイス]で;欠のいずれかを選択する 

• LCD/TV ..... 内部液晶ディスプレイとテレビの同時表お 

[デイファレント U フレッシュレート]をチェックしてから、 
TV ] を選択してください。 

• TV . テレビだけに表示 


[ LCD / 


兩' 

メち 


MS - DOS モードを選択している場合、內部液晶ディスプレイとテレビの同時表示はできません。 
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@テレビへの接続 


本製品にはビデオ出力端テび装備されており、画像を出力でさます。 
市販のビデオ出カケーブルを使用すると、テレビなどを接続でさます。 

。取り付け 

1ビデオ出カケーブルのプラグ（ピン 
ジャックタイプ）をパソコン本体のビデ 
才出力端子に差し込む 



八—ドウ H アについて 





















方法 2 — Fn + F 己キーを使う） 

^キーを巧したまま、 [ F 司キーを押すたびに次の順で表示装置び切り誓わります。 

I Ir 

LCD (内部液晶ディスプレイだけに表示） 

丄 

LCD / CRT (内部液晶ディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示） 

CRT に RT ディスプレイだけに表示） 

CRT ディスプレイを接続している/していないに関わらず、内部液晶 
ディスプレイには何を表示されません。 

LCD/TV (内部液晶ディスプレイとテレビの同時表示） 

内部液晶ディスプレイとテレビの同時表示び可能に設定されている場 
合のみ、この状態に切り替わります。 

同時表示するち法についてはち法]の手順④ （ E 31 阿) 00 ) または 
手順③（に BE) をご覧ください。 

TV (テレビだけに表示） 

- ' 内部液晶ディスプレイには何を表示されません。 
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PRT コネクタにバラレルインタフェースを持つプ U ンタを接続できます。また、 US 日コネ 
クタに USB 対応のプ U ンタち接続でをます。 

USB プ U ンタの接続与 r 本章9 USB 対応機器の接続」 

* Windows NT4.0 では USB 対応機器はサポートしていません。 


〇取り付け 


PRT コネクタに接続する場合の手順です。 

プ U ンタとバソコンの電源を切った状態で接続します。 

1プリンタケーブルのプラグをパソコン本体の PRT コネクタに差し込む 

コネクタのお状にミ主意して正しく差し込んでください。コネクタに無理な力び加わるとピン 
び巧れたり、巧びったりします。 

2プリンタケーブルのもう一ちのプラグをプリンタに差し込む 

プ U ンタの電源を入れてから、パソコンの電源を入れます。 

〇プ U ンタの設定 

(〇 プリンタドライバのインス I -ール） 

プ U ンタを使用するには、ドライバのインス I -ールび必要です。 

Windows び標準でドライノ（を用意していないプ U ンタの場合、プ U ンタの製造元び提 
供するフ□ッピーディスクや CD - ROM などのインストールディスクび必要です。 
詳しくは、『プ U ンタに付属の説明書』をご覧くださし、。 

1 [スタート]-[設定]-[プリンタ]をクリックする 

[プリンタ]画面び表示されます。 

2 [プリンタの追力のをダブルクリックする 

ウィヴードび起動します。画面に表おされるメッセージに従って操作してください。 

テストページを印刷する場合は、印刷する前に、プ U ンタの電源び入っていること、お 
よび印刷の準備びでさていることをお認してください。 

( P プ U ンタポートモードの設定） 

ご使用になるプ U ンタにあわせてプ U ンタポートモードの設定び必要です。 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [東芝 HW セットアッ刀をダブルクリックする 

3 [ Parallel / Printer ] タブで [Parallel Port Mode ] を、使用するプリン 
夕に合ったモードに設定する 

• ECP (標準値） . ECP に対応しまず。大半のプリンクでは、 ECP に設定 

します。 

♦ Standard Bi-direc 甘 ona し.双方向に設定します。一部のプ U ンタまたは、プリンタ 

LU 外のバラレルインタフェース対応機器を使用する場合 
に設定します。 



リンタの接続 
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巧 CRT ディスプレイの接続 


RGB コネクタに CRT ディスプレイを接続でさます。 

CRT ディスプレイを接続してバソコン本体の電源を入れると、本体は自動的にその 
CRT ディスプレイを認識します。 

本製品では VGA と SVGA のビデオモードをサポートしています。 


ぶ取り付け/取りはずし 


U 取り付け 

1 CRT ディスプレイに付属のケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 

コネクタのお状にミ主意して正しく差し込んでください。コネクタに無理な力び加わるとピン 
び巧れたり、曲げったりします。 

2 CRT ディスプレイに付属のケーブルのちラーちのプラグを CRT ディスプ 
レイのコネクタに差し込む 

。取りはずし 

1 RGB コネクタに差し込んである CRT ディスプレイに付属のケーブルのプ 
ラグを巧く 


^表示方巧の切り替え 

参参参参参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参< 

CRT ディスプレイを接続した場合、次の表示方法びあります。 

- CRT ディスプレイだけに表おする（初期設定） 

- CRT ディスプレイと内部液晶ディスプレイに同時表おする 
-内部液晶ディスプレイだけに表おする 

4^) •次のようなときには、表示方法を切り替えないでください。データび消失するおそれびあり 
お願い ます。 

-データの読み込みや書を込みをしている間 
エラーにな0ます。データのやり取0び完了するまで待ってください。 

-通信を行なっている間 

エラーにな0ます。通信び完了するまで待ってください。 

- CRT ディスプレイに表おする場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場含びあり 
メ E ます。この場合は、 CRT ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 





Q 方ま 1 一画面のプ□パティで設定する 

(〇 Windows 98 / 2000の場合^ 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [画面]をダブルクリックする 

3 [設定]タブで[詳細]ボタンをクリックする 

4 [表示デバイス]タブの[表示デバイス]で次のいずれかを選択する 


• LCD . 内部液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD / CRT . 内部液晶ディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示 

• CRT . CRT ディスプレイだけに表示 


9 Windows NT の場合^ 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [画面]をダブルクリックする 

3 [表示デバイス]タブの[表示デバイス]で次のいずれかを選択する 


• LCD . 内部液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD / CRT . 内部液晶ディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示 

• CRT . CRT ディスプレイだけに表示 


一方ま2-ユーティリティで設定する 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [東忌 HW セットアップ]をダブルクリックする 

3 [ Display ] タブで [Power On Display ] を設定する 

• Auto - Selected ..... CRT ディスプレイだけに表おに RT ディスプレイ接続時) 

• Simultaneous ...... 内部液晶ディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示 


9方ま3-[セットアッププ□グラム]で設定する 

1 「セットアッププ□グラム」を起動する 

心 ■ 超動方法。「日章]-1セットアッププ□グラムを起動ずるち法」 

2 [ D 旧 PLAY ] で [Power On Display ] を設定する 

6®= 「6章 1-4 設定項目」 











O 方法 4—|Fn| + |F 已 I キーを巧う 

£司キーを巧したまま、医司キーを巧すたびに次の順序で切り替わります。 

LCD (内部液晶ディスプレイだけに表示） 

丄 

LCD / CRT (内部液晶ディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示） 

CRT に RT ディスプレイだけに表示） 

CRT ディスプレイを接続している/していないに関わらず、内部液晶 
ディスプレイには何を表示されません。 

LCD / TV * (内部液晶ディスプレイとテレビの同時表示） 

内部液晶ディスプレイとテレビの同時表示び可能に設定されている場 
合のみ、この状態に切り替わります。 

TV * (テレビだけに表示） 

- ' 内部液晶ディスプレイには何を表示されません。 

* テレビ接続時について〇「本章10テレビへの接続」 





巧か付けキーボードの接続 


PS /2 対応のキーボードを PS /2 ]ネクタに接続して使用することができます。 

(心を葦、 •が付けキーボードを接続するときには、必ず電源を切ってか5行なってください。 

\ 電源を入れたまま接続すると、故障のおそれがあります。 

。取り付け 

1 PS /2 コネクタに外付けキーボードのプラグを差し込む 

接続するとをは、コネクタのお状にミち意して正しく差し込んでください。コネクタに無理な 
力び加わるとピンび巧れたり、巧びったりします。 

。取りはずし 



パソコン本体に差し込んであるが付けキーボードのプラグを持つて抜< 









本章では、パソコンを使いやすくするための環境設定用の 
ユーテイ U テイについて説明しています。 


1 消費電力を節約する . 140 

2 東芝 HW セットアップ . 148 




[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

[ま忌省電力]をダブルクリックする 

「まち省電カユーティリティ」び起動します。 

タスクバーの[省電力]アイコン （^ aI ) をダブルク U ックしてを起動でさます。 



® 消費電力を節約する 


本製品には、パソコン本体を省電力で使ラための機能び用意されています。これらの機 
能を使ラと、使用目的や環境に合わせて簡単に省電力設定び行えます。 

省電力設定を行ラことによって、パソコン本体のバッテ U 消費電力を抑え、より長い時 
間お使いいただけます。 

ご使用のシステムの r ま芝省電カユーティ U ティ」（民11胃|)「省電カユーティ1」 
ティ」 （ pHt ) をご覧ください。 

ぶま泛省電カ ユーテ イリテイ （Windows 98/2000 の 場合) 

一起動方法 
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(表示例) 





























新しく作成する省電カモードのもとになる省電カモードをクリックする 

[コピー]ボタンをクリックする 

[〜のコピー]といラ省電カモードびでさます。 

その省電カモードの名前を変更する 
が要に応じて省電力の設定をする 


フルパワー 

最高性能で動作します。消費電力び一ま大さいモードです。ご購入時の初期状態では、 
[電源に接続] ( AC アダプタを使用するとを）びこのモードに設定されています。 

□ングライフ 


ミ肖費電力を優先して省電力制御を巧いまず。 

ノー 7ル 

性能と消費電力を両立して省電力制御を行います。ご購入時の初期巧態では、[バッテ 
U を使用中](バッテ U を使用するとさ）びこのモードに設定されています。 

八ィノの一 

性能を優先して省電力制御を行います。 



^ [電源設定]タブ 


使用目的や使用環境（モバイル、会社、家など）に合わせて、省電カモードを設定したり、 
複数の省電カモードを作成できまず。環境び変化したとさに省電カモードを切り替えるだ 
けで、簡単にバソコンの電源設定を変更することびでを、快適にご使用いただけます。 

また、現在の電源やバッテ U 残量などの詳細情報ち表示します。 

[電源に接続][バッテ1」を使用中]には、設定可能な省電カモードの一覧び表示されま 
すので、ご使用になりたい省電カモードに設定します。[電源に接続][バッテ U を使用 
中]は AC アダプタに接続している/していないによって、自動的に切り替わります。 

ご購入時にはあらかじめ次の省電カモードび用意されています。 

これらの省電カモードは、電源の供給状態によって、設定でをるモードびあらかじめミ夫 
め6れています。 

また、すべての省電カモードを、使用環境や状態に合わせて詳細設定したり、コピー、 
名前の変更などび行えます。また、新しい省電カモードを作成することちでさます。 
省電カモードの詳細設定は、その省電カモードのプ□バティ画面で行います。「本節 
省電カモードの詳細設定」をご覧ください。 
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便利な機能 


141 


(9 省電カモードの削除 J 
1削除する省電カモードをクリックする 
2梢 ij 除]ボタンをクリックする 

[元に戻す]ボタンをクリックすると直前に行なった削除をキャンセルすることがでさます 
が、[日に]ボタンをク U ックした穫には元に戻すことはできません。 

7^] -ご購入時に用意されている4つの省電カモードを削除することはでさません。 

ソち 

(U タスクバーに省電カモードの状態を表示する） 

ここをチェックすると現在の省電カモードを示す[省電力]アイコンびタスク 
ノ（一に表示されます。ここのチェックをはずすとアイコンは表示されません。 

[省電力]アイコンを表示させておくと、そのアイコンをダブルク U ックすることによ 
り、「ま芝省電カユーティ U ティ」を開くことびでをます。 

( P タスクバーに Intel ( R ) SpeedStep ( TM ) Technology の状態を表示する) 

* インテル* SpeedStep™ テクノ□ジ巧応モバイル Pentium® III プ□セッサモデルのみ 
ここをチてックすると現在の CPU 周波数（インテル® SpeedStep™ テクノ □ ジ対応 
モノ（イル Pentium®lll プ□セッサ）の状態を示すアイコンびタスクノく一に表示されま 
す。ここのチェックをはずすとアイコンは表示されません。 

CPU 周波数アイコンを表示させておくと、そのアイコンをク U ックずることにより、 
CPU 周波数を変更することができます。 

〇 [化止が態]タブ 

休止状態を使用するかしないかの設定を行います。 

使用する場合には、[休止状態をサポートする]をチェックします。 





已章 -1 消費電力を節約ずる 


一省電カモードの詳細設定 


省電カモードに関する詳細設定を巧いまず。 

店起動方法"） 

1[電源設定]タブで利用したい省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをク 
リックする 

次の画面び表示されます。 



读示例） 


店拴般 ]夕つ 


省電カモードのアイコンを変更したり、その省電カモードを作成した目的や使用環境な 
どを記述でさます。また、ここで設定したプ□グラムびアクティブになったとさ、自動 
的にこの省電カモードに切り替わるよラに設定でをます。 


(一[省電力]タブ） 

省電力に関する設定を自由に編集することびでさます。ここでは、ディスプレイや八ード 
ディスクの電源を切る時間、ディスプレイの輝度、 CPU の処理ま度などを設定しまず。 
また、 CPU び高温になったとさ、熱を;ちます方式を選択でさます。 

C 9 風作]タブ ） 

ここでは、電源スイッチを巧したとさやバソコンのディスプレイを閉じたとさの動作を 
設定します。 


兩' 

メち 


ここに表示している動作設定を他の省電カモードにわ設定する場合には、[現在の設定をすべ 
てのモードで使巧する]ボタンをクリックします。 



便利な機能 




スタンバイ機能 

スタンバイ機能とは、パソコン本体の電源を切ったとさに、メモリの内容を保持してお 
く機能です。次に電源スイッチを押すと、じ(前の状態がすばやく再現されます。 

•次のような場合はスタンバイ機能び無効になり、本体内の記憶内容び変化し、消失するおそ 
お願い れびあ0ます。 

-誤った使いかたをしたとさ 
-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき 
-バッテ U び消耗したとき 
-故障、修理、電池交換のとさ 
-電源を切った後、すぐに電源を入れたとさ 

-バッテ U 駆動で使用しているときにバッテ U パックを取りはずしたとき 
-増設方モ U の取り付け/取0はずしをしたとさ 


休止状態 

休止状態とは、パソコン本体の電源を切るとさに、モリの内容を八ードディスクに保 
存する機能です。次に電源を入れると、1;(前の状態を再現します。この機能はパソコン 
本体に巧しての機能です。周辺機器には働をません。 

•休止状態中は、六モ U の内容を八ードディスクに保存します 。 Disk 〇 LED び点灯中は、 
ST バッテ I 」パックをはずしたり、 AC アダプタを巧いたりしないでください。デ-夕び消失し 
ます。 

• Windows 目8の場合、ドライブじを、 Windows のシステムツールである「ドライブス 
ペース」や市販の圧縮ユーティ U ティで圧縮すると、休止状態び使用できなくな0ます。休 
止状態を使用する隙は、元の状態に復元してください。 

-休止状態中に増設_><モ U の取0付け/取りはずしを巧わないでください。休止状態げ無効に 
なり、データび消失するおそれびあります。 

•休止状態び有効（[東芝省電力]-[休止状態]タブの[休止状態をサポートする]びチエッ 
クされている）の場合は、動作中にバッテ U 充電量び減少すると、休止状態を実行して電源 
を切ります。休止状態び無効の場合、スタンバイ機能を実行して電源び切れますので、休止 
状態を有効にしておくことをおすすめします。 


電源オフ 

Windows を終了して電源を切ります。 

♦スタンバイおよび休止げ態か5復帰ずるときにパスワードの入力を求める 

ここにチェックを入れると Windows のパスワードを入力しないとスタンバイや休止状 
態から復活でさないよラにな0ます。 

(P [アラーム]タブ) 

バッテ U 残量び少なくなつたことをユーヴに通知するためのヴウンドやメッセージおよ 
び実行する動作やプ□グラムを設定します。 

[アラーム]タブは[電源設定]タブで[バッテ1」を使用中]に登録された省電カモー 
ドを選択した場合に表示されます。 
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[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 
[省電力]をダブルクリックする 

「省電カユーティリテイ」び起動します。 



剪省電カユーティリティ （Windows NT の場合) 

I 参参•参参参参参参参 

9起動方ま 


- 〜叫 」 读ぉ例) 

^ [省電カモード]タブ 

( Q 省電カモード) 

バッテ U 使用時、 AC アダプタ使用時それぞれ別々に設定でさまず。ご購入時は次の省 
電カモードび用意されていまず。 

フルパワーモード 

パソコンを最大バワーで使用するため、省電力制御を行いません。システムの初期が態 
で AC アダプタを使用するとをには、このモードに設定されています。 

八イノのーモード 

性能を優先して省電力制御を行います。 

5デイアムパワーモード 

性能と消費電力を両立して省電力制御を行います。システムの初期状態でノ（ッテ U を使 
用するときには、このモードに設定されています。 

□ -ノのーモード 

消費電力を優先して省電力制御を巧います。 

ューヴ設定モード 

各ノのーモードとは別に省電力設定を自由に設定できます。 

基本的な4つのモードしソ外の省電力設定を行ラとさは、このモードを使用してください。 

省電カモードを逞択して[詳細設定]ボタンを巧すと、選択した省電カモード設定の確 
認および変更びでをます。 
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Co [詳細設定]ボタン； 

このボタンを巧すと、還択している各省電カモードに対する細かい省電力設定を行ラ画 
面を表示します。 

各タブでは次のことび設定でをます。 

[ディスプレイ]タブ 

キーボード、アキュポイント n およびマウスをある一定時間使用していないとさ、画面 
表示を自動的に消'して、消費電力を少なくします。バックライトとディスプレイの両方 
とち消'すので、画面表示に使用する電力を最少にすることびでさ、ちっとち省電力の効 
果びあります。 

また、画面の輝度（バックライトの明るさ）を下げることによっても省電力の効果びあ 
ります。 


[ HDD ] タブ 

八ードディスクを一定時間使用していないとさに、八ードディスクのモータを停止させ 
て、消'費電力を少なくします。 

八ードディスクびオフのが態で、八ードディスクへのアクセスび発生すると、八ード 
ディスクび使用でさるよラになるまで、しばら<時間びかかります。 

また、さらに省電力効果を向上させ、使い勝手を良くするために監視設定機能びあります。 

[ CPU ] タブ 

CPU 処理ま度を切り替えるなどの、 CPU の制御処理を巧い、消費電力を減らすことび 
でさます。 

また、 CPU び過熱したときロホ、 CPU 処理速^を自動的に低まにして温熱防止を行います。 

[システム]タブ 

再起動のち法とスタンバイのタイ S ングを制御しまず。 

ヴスペンド/レジュームを選択すると、システム自動停止機能やパネルスイッチ機能を 
利用することびでをます。それぞれ、[システム]タブで設定する必要びあります。 
システム自動停止機能とは、キーボード、アキュポイント n、 マウス、八ードディスク 
などを一定時間使用していないとをに、自動的にサスペンド機能を実行して、システム 
の電源を切る機能です。 

パネルスイッチ機能とは、パソコン本体のディスプレイを閉じたとさに、自動的にヴス 
ペンド機能を実行してシステムの電源をオフにし、ディスプレイを開けたときには自動 
的に電源をオンにする機能です。 

•既定値は次のようになっています。 

'メ f フルバワーモード： Boot 

それ(外のモード：サスペンド/レジューム 

Boot 、 サスペンド/レジュームの切り替えは、タスクバー上の[省電力]アイコンでも変 
要でをます。 
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♦サスペンド機能 

ヴスペンド/レジュームを選択すると、ヴスペンド機能び有効になります。 

サスペンド機能とは、パソコン本体の電源を切ったとさに、メモリの内容を保持してお 
く機能です。次に電源を入れると、じ(前の状態を再現します。 

サスペンドの内容は、バッテI」の充電量び減少すると、保持でさなくなります。 

•次のよラな場合はサスペンド機能び無効にな0、本体巧の記憶内容び変化し、消失するおそ 
Su れびあります。 

•誤った使いかたをしたとを 
-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 
-バッテ U び消耗したとき 
•故障、修理、電池交換をしたとき 

-バッテ U 駆動で使用しているときにバッテリパックを取りはずしたとき 
-増設;< モリの取り付け/取0はずしをしたとを 

-内蔵 LAN を使用している状態でサスペンド機能を実行する場合 、 「SystemSoft CardWizard - 
f メ亡 Plus for Windows NTJ をインス! -- ルする必要びあります。なお、ご購入時の状態では 

インス I -ールされています。 

- |"SystemSoft CardWizard-Plus for Windows NTJ に対応していない PC 力ードを使巧 
している状態で、サスペンド機能を実巧すると、エラーび発生するおそれびあ0ます。 

詳細について〇 《U U - ス情報:） 

[その他]タブ 

システムスピーカ（システムビープ）の設定やアラームの制御を行います。 

•各タブにある[既定値]ボタンを押すと、各項目をご購入時の設定状態に戻します。 

メち 

タスクバーへ省電カモードの状態を表示す る） 

ここをチェックすると、現在の省電カモードを示す[省電力]アイコン（な）びタス 
クバーに表示されます。ここのチェックをはずすとアイコンは表示されません。[省電 
力]アイコンを表示させておくと、そのアイコンをダブルク U ックすることにより、 
「省電カユーティ U ティ」を開くことびできます。 

一[タイマオン機能]タブ 

タイマオン機能の設定を行います。 

タイマオン機能とは、指定した時刻、日付に、バソコンを自動超動する機能です。 
指定でをる日時は、設定当日より]年間です。 





[スタート]■[設定]■[コント□—ルパネル]をクリックする 
陳ミ HW セットアッ刀をダブルクリックする 

- [標準設定]ボタンを巧すと、 r 東芝 HW セットアップ」のすベての項目びご購入時の設定;！犬 
f 乂モ 態に戻ります。 

• 「スーバーノ（イヴノ ロワード設定ツール」でユ ー tfV くスワー ドモードを CHW セットアップの 
起動禁止」に設定している状態で、バソコンの電源を入れたとさにユーザバスワードを入力 
ずると、 r 東芝 HW セットアッスは起動しません。 

0^「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
〇「日章 2-2 スーパーバイヴバスワード」 

詳しくは、『ま芝 HW セットアップのヘルプ』をご覧くださし、。 


Q ヘルプの起動方法 

1 陳ミ HW セットアッスを起動し、画面も上のをクリックする 

マウスポインタびお*?に変わります。 

2画面上の知りたい場巧をクリックする 

説明文びポップアップで表示されます。 


ミ)まち HW セットアップ 

「ま芝 HW セットアップ」は、八ードウエアの各種機能を設定するユーティ U ティです。 

Q 起動方法 
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システワ-ドセキユリテイ 

本章では、パソコン本体のシステム構成の設定や、 

ノ くスワードの登録/削除などについて説明します。 


1 システム構成の設定 . 150 

2 パスワードセキュ U ティ . 164 




® システム構ぶの設定 


パソコン本体のシステム構成は、セットアッププ□グラムで設定します。 

セットアッププ□グラムではなく、 Windows 上のシステムからも変更することびでを 
ます。 

- Windows 98/2000の場合 

デバイスマネージャ、東芝 HW セットアップ、東芝省電カユーティ1」ティで行ラこ 
とをおすすめします。 

- Windows NT の場合 

ま芝 HW セットアップ、省電カユーティ U ティで行うことをおすすめします。 

セットアッププ□グラムと Windows 上の設定び異なる場合、 Windows 上の設定び優 
先されます。 

-ご使用のシステムによっては、システム構成を変更しても、変更び反映されない場合びあり 
メモ ます。 

■セットアッププ□グラムで設定した内容は、内蔵バッテ IJ で f 呆持ずるにめ、電源を切ってち 
消えません。ただし、内献（ッテ U び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 


® セツトアッププ□グラムを起動する方法 


■「スーパーバイヴバスワード設定ツール」でユーザバスワードモードを 「 HW セットアップの 
f 乂モ 起動禁止」に設定している状態で、バソコンの電源を入れたとさにユーヴパスワードを入力 

した場合には、セットアッププ□グラムは起動しません。 

が「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
〇「本章 2-2 スー バーバイヴバスワード」 

9 fli 司キーで起動する 

1 [ li 司キーを巧しなび5電源を入れる 

|"Check system. Then press [FI] key」 と表示されます。 

2 fn キーを 巧す 

セットアッププ□グラムび起動しまず。 

分 MS-DOS 上から起動する(画) 

Windows 98のみ使用できます。 

Windows 2 日日日/ NT の場含、 MS-DOS 上 か b は 起動で きません。 

1 [スタート]- [ Windows の終了] - [ MS - DOS モードで再起動する]を 
選択する 

[スタート]-[プ□グラム]- [ MS-DOS プ□ンプト]からは起動できません。 

2 ◎ 岡 Space 网 の[司囘囘同の と半角英数字で入力し、 pTtei ^ キーを巧す 

プロンプトび「巳: ¥T0SSET>」 になります。 





















3 回圆と半角英数字で入力し、 ^ ntei ^ キーを巧す 

英語モードに切り替わります。 

4团圆固团回回と半ち英数字で入力し、 ^ ntei ^ キーを巧す 

セツトアッププ□グラムび起動します。 


鄉セットアッププ□グラムを終了する方法 

変更した内容を反映させて終了します。 

1尼而 1キーを 押す 

画面にメ ッ セージび表示されます。 

2 キーを 押す 

設定内容び反映され、セットアッププログラムび終了します。 

変更した項目によっては、再起動されます。 

(〇セットアッププ□グラムを途中で終了する方法） 

設定内容びよくわからなくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。 
この場合は変更した内容はまったく反映されません。設定値は変更前の状態のままです。 

1 尼^ キーを 巧す 

画面にメ ッ セージび表示されます。 

2 キーを 巧す 

セットアッププログラムび終了します。 





sS セットアッププ□グラムの画面 

参参参参参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参< 

セットアッププ□グラムには次の2つの画面びあります。 
(ま）画面は標準設定値の表示例です。 


① 

② 

③ 

④ 


⑥ 



⑧ 

⑨ 



—C ONF I GURATION 
Device Config. 


SYSTEM SETUP(2/2) 

- I — Pc CARD - 

All Devices I Controller Mode 


ACPI BIOS version = *.** 


Auto-Selected 


- I/O PORTS - 

Serial =COMl(3F8H/IRQ4) 


— DRIVES I/O - 

HDD = Primary IDE(1F0H/IRQ14) 
CD-R0M*3 = Secondary IDE(170H/IRQ15) 


Parallel 


=LPT1(378H/IRQ7/CH3) 


- PC 王 BUS - 

PCI BUS = IRQll 


I — FLOPPY DISK I/O - 

Floppy Disk = (3F2H/IRQ6/CH2) I 


t I —►: Select items Space, BkSp : Change values PgDn, PgUp : Change pages 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


*1 モデルによって異なります。 

* 吕インテル® SpeedStep ™ テクノ□ジ巧応モバイル Pentium ® III プ□セツサモデルの 
み表示されます。 

*3 CD - ROM ドライブ / DVD - ROM ドライブび内蔵されていない場合、表示されません。 

設定項目の詳細について。 r 本節4設定項目」 
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Q 基本操作 


基本操作は次のとおりです。 



セットアッププ□グラム画面中、反転している部分び現在変更でさる項目です。 
変更する項目に移動するには、 m 、 Q キーを使います。 



[ Space ず た 切 Backspace | キーを巧す 
項目の内容び変わります。 

な画面を切り替える方法) 

I P 呂 Dn I または I P 呂 UpI キーを巧す 
次の画面または前の画面に切り替わります。 



fHome I キーを押す 

次にあげる項目じ(外は、設定内容び標準設定になります。 
- PASSWORD 
- Hard Disk Mode 
- Write Policy 


システム桓成と 
パスワ—ドセキュリティ 



曲設定頂目 

参参参参参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参 I 

カーソルび移動しない項目は、参照のみで変更でさません。 
本項では、標準設定値を「標準値」と記述します。 


^_ メモリ容量を表示する 

▼ Total 

本体に取り付けられているメモ U の総容量び表示されます。 



)PASSWORD 


ユーかなワードの登録/削除をする 


■ユーヴパスワードの登録/削除の方法。「本章 2-1 ユーザバスワード」 


▼ Not Registered 

ユーザバスワードび設定されていないとをに表示されます（標準値)。 


▼ Registered 

ユーヴバスワードび設定されているとさに表示されまず。 



▼ Battery Save Mode 


) (ッテリで長く使用するための設定をする 


バッテ U セーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開きます。 

[User Setting ] を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は;欠のように表示されます。 


参 Full Power ( 標準値） 

Processin 曰 Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off= 30Min. 

HDD Auto Off = 30Min. 

System Auto Off = Disabled 
LCD Brightness = Bright *1 

Super-Bright *2 

Cooling Method = Performance 


参 Low Power 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 

HDD Auto Off = 03Min. 

System Auto Off = 30Min. 

LCD Brightness = Semi-Bright *1 
Bright *2 

Cooling Method = Battery Optimized 


参 User Settings ( 設定例） 
Processing Speed= Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off= 03Min. 

HDD Auto Off = 03Min. 

System Auto Off = 30Min. 

LCD Brightness = Semi-Bright 

Cooling Method = Battery Optimized 


(注 ） System Auto Off (システム自動停止時間）は、 「 Powe「-up M 日 de 」 び 「 Boot 」 
のときは表示されません 。 LCD Brightness ( LCD 輝度）の表示は次の状態で変 
わ0ます。 

*] バッテ U 駆動時 
*2 AC アダプタ使用時 
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次に 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- High . 処理速度を高まに設定する 

• Low . 処理速度をほまに設定する 

CPU-Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとを、電力消費をな減します。 

- Enabled . 電力消費をほ減する 

- Disabled . 電力消費をほ減しない 

j •-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設をすると処理速度び遅くなることびあ 
Su ります。その場合は roisabledj に設定してください。 

参 Display Auto Qff (表示自動停止時間） 

時間を設定すると、設定した時間じ(上キーを巧さない場合（マウスやアキュポイン 
卜 n の操作ち含む）にディスプレイを消'巧して節電します。画面に表示されている 
内容び見えなくなりますび、これは故障ではありません。 

画面に表示するには、 mti キーを巧すか、マウスを移動させてください。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は 「 OlMinJ 「03 Min 」 「0已 Min 」 「1 OMin 」 「1已 Min 」 
「20 Min 」「30 Min 」 から選択します。 

• HDD Auto Qff (HDD 自動停止時間） 

設定した時間しソ上八ードディスクの読み書さをしない場合に、八ードディスクの回 
転を止めて節電します。 

自動停止時間の設定は 「0] Min 」「03 Min 」 「0已 Min 」 「1 OMin 」 「1已 Min 」 
「20 MinJ 「30 Min 」 から選択しまず。 

•八ードディスクドライブを保護ずるため、 「 Disabled 」 は設をでをません。 

メ E 

参 System Auto Qff (システム自動停止時間） 

時間を設定すると、設定した時間じ(上システムを使用しない場合に、システムを止 
めて節電します。 

rPower-up Mode 」 が 「 RESUME 」 の場合に設定できます。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しなし、 

自動停止時間の設定は riOMinJ 「20 Min 」「30 Min 」「40 Min 」 「已 OMin 」 

「己 OMin 」 から選択しまず。 

• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . 低輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 













• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱ををます方式を選択します。 

- Maximum Performance ... CPU 温度び上昇したときに、本体内にあるファンを高 

速回転させて CPU に風を送り、をやします。 

- Performance . CPU び高温になったとさに、本体内にあるファンび作 

動し CPU に風を送り、をやします。 

- Battery Optimized ..... CPU び高温になったときに、 CPU の処理ま度を 

「 Low 」 にして温度を下げます。 「 Low 」 にしても、温 
度び上びる場合はファンを作動させます。 

7^) • CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。高熱状態び続く場合は、自動的にレジューム 

f メモ 機能を効かせた状態で電源を切 D 、 バソコンを故障か5守ります。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウを閉じるには、田田キーを巧して還 
択項目をに 001 in 邑 Method 」 の外に移動します。 




)PERIPHERAL 


HDD やが部装置の設定をする 


▼ Pointing Devices (ポインティング装置) 


アキュポイント n を使用するか、外部 PS /2 マウスを使用するかを設定します。 

- Auto-Selected (標準値）アキュポイント □ または PS /2 マウスどちらか]つを使 

用する 

PS /2 マウスを接続している場合は、 PS /2 マウスだけ 
び使用でをます。 PS /2 マウスを接続していない場合 
は、アキュポイント n び使用でさます。 


• Simultaneous . アキュポイント □ と PS /2 マウスを同時に使用する 


▼ Ext Keyboard " Fn " 

外部キーボードの尼团キーの割り当てをします。 

- Disabled (標準値） ...... 尼团キーの代替えキー割り当てをしない 

- Left Ctrl+Left Alt —— 

- Ri 呂 ht Ct 「 l + 阿旨 ht Alt — これらのキーを尼田キーの代替えキーとして割 
- Left Alt+Left Shift り当てる 


- Ri 呂 ht Alt+Right shift 
- Left Alt+CapsLock — 


▼ USB Legacy Emulation 

USB キーボード/マウスのエ三ュレーシヨンを設定します。 

- Disabled (標準値） ...... USB キーボード/マウスのレガシーヴポートを行わない 

- Enabled . レガ シーヴポー トを巧う 

ドライバなしで USB キーボード/マウスび使用可能に 
なります。 

3^) -この USB Legacy Emulation は、 USB マウス、 USB キーボードだけに適用されます。 
f メモ USB マウスと USB キーボードを使用する場合は、バソコンを起動ずる前にマウス、キー 

ボードを接続しておく必要びあります。 
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▼ Boot Priority 

システムを起動するディスクドライブの順まを設定します。 

- FDD - HDD - CD-ROM - LAN (標準値） 

- HDD - FDD - CD-ROM - LAN — 

- FDD - CD - ROM - LAN-HDD —指定のドライブ順に超動する 

- HDD - CD - ROM - LAN - FDD 
- CD - ROM - LAN - FDD - HDD 
- CD-ROM - LAN - HDD - FDD —— 

通常は 「FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 に設定してください。 

•電源を入れたときや再起動時に、巧に示すキーを巧し続けると、設定内容と違うドライブか 
f メ亡 5起動することびできます。 

C □キ——フ□ッピーディスクドライブか5起動します。 

間キ——バソコン本体の八ードディスクドライブから起動します。 

のキ—— CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブ占、6起動します。 

間キ-内蔵 LAN か S 起動します。 

キ——通南の設定されたお動ドライブか5起動します。 

なお、これ S のキーによって設定は変更されません。 





▼ Parallel Port Mode 

パラレルポートモードの設定をします。 

- ECP (標準値） . ECP 対応に設定する 

大半のプリンクでは、 ECP に設定します。 

- Std . Bi-Direct . 双方向に設定する 

一部のプ U ンタおよび、プ U ンタ1；•(外のバラレル装置を 
使用する場合に設定します。 

▼ Hard Disk Mode 

A — ドディスクのモードを設定します。 

項目を変更する場合は、ノくーティシヨンの巧設定を行なってくださし、。 

.Enhanced IDE ( Normal ) (標準値） 

. 通常はこち6を還択する 

- Standard IDE . Enhanced IDE に対応していない OS を使用する場合 

に選択する 

この場合、已 28 MB までび使用可能となり、残りの容 
量は使用でさません。 


ブ ’ー ト優先順位を設定する 
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▼ Power On Boot Select 

電源を入れたとをに起動するドライブを選択する機能を使用するかどラかの設定をし 
ます。 

- Enabled . 使用可能にする 

- Disabled . 禁止する 

「 Enabled 」 に設定した場合は電源を入れると 「Press [ F 2] for the boot 
device selection menu 」 というメッセージび表示されます。 | F 2| キーを巧して表 
おされるメニューから起動するドライブを選択します。逞択するキーは次のように 
なっています。 

E キ——フ□ッピーディスクドライブから起動します。 

国]キ—— バソコ ン本体の八ードディスクドライブから起動します。 

のキ—— CD - ROM ドライブ/ DVD - ROM ドライブ*から超動します。 

間 キ——内蔵 LAN から超動します。 

^キ——通南の設定された起動ドライブから起動します。 

* CD - ROM ドライブ / DVD - ROM ドライブび内蔵されていない場合、使用できません。 

外付け CD - ROM ドライブ（型ま： PA 2671 UJ 、 または PA 2 日 73 UJ ) を接続すると使用でき 
ます。 

なお、これらのキーによって設定は変更されません。 

•電源を入れたときや再起動時に、キーを巧し続けた場合は、設定内容と違5ドライブか6お 
ソ亡 動することびでさます。 


)DISPLAY 


表示装置の設定をする 


Power On Display 

表示装置を還択します。 

- Auto-Selected (標準値） 

. システム超動時に外部 CRT ディスプレイを接続してい 

るとをは外部 CRT ディスプレイだけに、接続していな 
いとさは本体のディスプレイだけに表示する 

- Simultaneous . 外部 CRT ディスプレイと本体のディスプレイに同時表 

示する 


1^) • SVGA モードに対応していない外部 CRT ディスプレイを接続して、 「 Simultaneous 」 を還 

> t 択した場合、外部 CRT ディスプレイには画面び表示されません。 


▼ LCD Display Stretch 

内部ディスプレイの表示機能を選択します。 

- Enabled . 解像度のルさい表示モードを伸張して表おする 

表示モードによっては伸張しない場合びあります。 

- Disabled (標準値） ...... 解像度の小さい表示モードは伸張せずにそのまま表示する 
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▼ TV Type 

テレビ受信機を還択します。 

- NTSC ( JAPAN ) (標準値）...日本と米国仕様のテレビ受信機 
• PAL . ヨー□ッノく仕様のテレビ受信機 

^ _その他の設ををする 

▼ Power-up Mode (レジューム機能） 

レジューム機能を設定します。 

- Boot (標準値） . レジューム機能を無効にする 

- Resume . レジューム機能を有効にする 

▼ CPU Cache (キャッシュ） 

CPU 内のキャッシュメモ U を使用するかどうかの設定をします。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- Disabled . キャッシュメモ U を使用しなし、 

- Enabled (標準値） ....... キャッシュメモ U を使用する 

「 Enabled 」 を選択すると 「 OPTION 」 ウィンドウび開きます。 

次に 「 OPTION 」 ウィンドウの項目について説明します。 

参 Write Policy 

キャッシュメモ U への書さ込みち式を設定します。 

- Write-back (標準値）..書き込みち式を 「 Wr 1 te - back 」 に設定する 

キャッシュ メモ U に データを 書を込み、 キャッシュ メモ 
U の状態に応じてメインメモ U に書を込みます。 

- Write-through . 書き込みち式を 「 Write - thrau 旨 h 」 に設定する 

キャッシュ メモ U とメインメモ U に、同時にデータを書 
さ込みます。 

▼ Level 2 Cache 

2次キャッシュを使用するかどうかの設定をします。 

に PU Cache 」 び 「 Disabled 」 に設定されている場合は変更できません。 

- Enabled (標準値） . 2次キャッシュを使用する 

- Disabled . 2次キャッシュを使用しなし、 

▼ Processor Serial Number 

* インテル® SpeedStep ™ テクノ□ジ巧応モバイル Pentium ® III プ□セッサモデルのみ 
プ□セッ サシ U アル 番号の機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled (標準値） ...... 無効にする 

- Enabled . 有効にする 

3^) -「スーバーバイヴバスワード設定ツール」でユーヴバスワードモードを「プ□セッサシ1」アル 

f メ E ナンバー項目の非表示」に設定している場合、バソコンの電源を入れてユーヴバスワードを 

入力したとさには表示されません。 
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▼ Dynamic CPU Frequency Mode 

* インテル® SpeedStep ™ テクノ□ジ対応モバイル Pentium ® III プ□セッサモデルのみ 

- Dynamically Switchable (標準値） ..... CPU の消費電力-周波数自動切り替え 

機能を有効にし、パソコンを使用中、 
必要に応じて自動的に切り替わるよラ 
にします。 

- Always High . CPU の消費電力.周波数自動切り替え 

機能を無効にし、南時、高周波数で動 
作します。 

- Always Low . CPU の消費電力.周波数自動切り替え 

機能を無効にし、南時、ほ消費電力- 
ほ周波数で動作します。 

▼ Auto Power On _ (タイマ.オン機能） 

• Windows 98 / NT を使用している場合は 「 A 山〇 Pow 乱加」の設定は無効になります。 
f メモ Windows 98を使用している場合は Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

Windows NT を使用している場合は「省電カユーティ U ティ」を使用してください。 

-タイマ-オン機能は1回のみ有効です。起動後は設定び解除されます。 

タイマ.オン機能、 U ングインジケータ機能、 Wake-up on LAN 機能の設定状態 
么术 します。 

- Disabled (標準値） ...... タイマ-オン機能、 U ングインジケータ機能、 Wake - 

up on LAN 機能とち設定されていない 

- Enabled . タイマ. オン機能、 U ングインジケータ機能、 Wake - 

up on LAN 機能び設定されている 

タイマ.オン機能、 U ングインジケータ機能、 Wake-up on LAN 機能の設定は 
「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 

次に 「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は 巧品5司 または 巧 ackSpacel キーで巧います。時と分、 
月と曰の切り替えは mm キーで行います。 

参 Alarm Time_ 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

参 Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月曰を設定します。 

「Alarm Time 」 び 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月曰を設定しない 
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アラームの 音量を設定します。 


- High (標準値） . 大さな音でアラーム音を鳴6す 

- Medium . Hi 有 h と Low の中間レベルの音でアラーム音を鳴らす 

- Low . ルさな音でアラーム音を鳴らす 

•Off . アラーム音を鳴6さない 


「ALARM VOLUME OPTIONS 」 ウィンドウび開きます。 

なに 「ALARM VOLUME OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

参 Low Battery Alarm 

バッテ U 消耗時の警告音を設定します。 

- Enabled (標準値） ....... 警告音を鳴6す 

- Disabled . 警告音を鳴らさない 

参 Panel Close Alarm 

ディスプレイび閉じられたことを知らせる警告音を設定します。 

- Enabled 婚準値） ....... 警告音を鳴らす 

- Disabled . 警告音を鳴6さない 

▼ System Beep 

「 Low 日 attery Alarm」「Panel Close Alarm 」 (外のビープ音を鳴らすかどうか 
を設定します。 

- Enabled (標準値） ....... システムビープ音を鳴らす 

- Disabled . システムビープ音を鳴らさない 


参 _Rin 呂 Indicator 

* モデム内蔵モデルのみ 

電話回線からの呼び出し信号により、自動的に電源を入れます。 
fPower-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に設定できます。 

また、この機能は COMMS コネクタに接続されたモデムで使用でさます。 

•Enabled . U ングインジケータ機能を使用する 

- Disabled . U ングインジケータ機能を使用しない 

• _Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理者のパソコンからの呼び出しにより、自動的に電源 
を入れます。 

Wake-up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してくださし、。 

- Enabled . Wake-up on LAN 機能を使用する 

- Disabled . Wake-up on LAN 機能を使用しない 


兩' 

メち 


パスワードとレジューム機能び設定してある状態で、タイマ•オン機能 (Auto Power On ) 
を設定してシステムを起動させた場合、インスタントセキュ U ティ状態で起動します。 
インスタントセキュリティとは、画面表示をオフにし、キー入力（アキュポイント n 、 マウ 
スを含む）もできない状態のことです。解除するには、パスワードを入力しキーを押します。 
インスタントセキュリティのパスワードは、起動時に入力したパスワードを使用します。 


▼ Alarm Volume 
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▼ Panel Power On/Off ( パネルスイツチ機能） 

ディスプレイの開閉による電源の入/切を設定します。 
fPower-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に表示されます。 

- Enabled . パネルスイッチ機能を使用する 

- Disabled (標準値） ...... パネルスイッチ機能を使用しない 


D CONFIGURATION 


▼ Device Conrig (^ ァ八イス • コンフイワ j 

ブート時に BIOS び初期化する装置を指定する 

- Setup by OS . OS を□—ドするのに必要な装置のみ初期化する 

それじ(外の装置は 0 S び初期化します。この場含 、 「PC 
力ード」内の設定は 「 Aut 日- Selected 」 固定となり、 
変更でをません。 

•All Devices (標準値）..すべての装置を初期化する 


■プレインス I ルされている日 S を使巧する場含は 、 「All Devices 」 を選択します。 

メち 


)1/0 PORTS (I/O ポート) 


▼ Serial 

シ U アルポートの割り当てを設定します。 

- Not Used . シ U アルポートを割り当てない 

• COM ] (標準値）^ 

• COM 2 — 指定のポートを割り当てる 

- COM 3 

- COM 4 — 

▼ Parallel 

パラレルポートの割り当てを設定します。 

「Not Used 」 じ(外を選択すると、 「 OPTION 」 ウィンドウび開きます。 

「 OPTION 」 ウィンドウの項目について次に説明しまず。 

• DMA 

DM A チャネルを設定します。 

「Parallel Port Mode 」 びに CP 」 の場合に設定できます。 

PCI バスの割り込みレベルを表示する 

▼ PCI Bus 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。 

変更はでさません。 
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⑩ PC CARD 


▼ と loppy Disk 

フ□ッピーディスクドライブのアドレス、割り込みレベル、チヤネルの設定を表示します。 
変更はでさません。 


▼ HDD 

八ードディスクドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。 

変更はでさません。 

▼ CD-ROM 

* CD - ROM ドライブ / DVD - ROM ドライブび内蔵されていない場合、表示されません。 

CD - ROM ドライブ/ DVD - ROM ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示し 
ます。 

変更はでさません。 


Controller Mode 


PC カードのモードを選択します。 

- Au 也- SelectecK 標準値)... Windows 98/2000などの、 Plu 旨 & Play に対応 

した OS を使用している場合、選択します。 

- Card Bus /16- bit ........ Windows NT ( Ver .4 じ(下）を使用しているとを、ま 

たは、 Auto-Selected で正常に動作しない Card Bus 
対応の PC カードを使用ずる場合に選択します。 

- PC に Compatible ....... Windows NT ( Ver .4 ia 下）を使用しているとき、また 

は、 Auto-Selected や CardBus/l 日- bit で正苗に動作 
しない16 - bit PC 力ードを使用する場合に選択します。 


兩' 

メち 


Windows NT モデルにインストールされている 「SystemSoft CardWizard-Plus for 
WindowsNT 」 びヴポートしている PC 力ードを使用する場合は、 「 Auto - Selected 」 モー 
ドで動作します。 


HDD や CD-ROM ドライブの設定 


PC 力ードのモードを選択する 


システム桓成と 
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を）パスワードセキュリティ 


本製品では、電源を入れたとを、スタンバイ状態 ( F 98 rm \)/ ヴスペンド状態 
( or ) や休止状態 （ に81國幽 I ) やインスタントセキュ U ティ巧態から復帰すると 
さにバスワードの入力を要ホずるパスワードセキュ U ティ機能を設定でをます。 
パスワードには、ユーヴパスワードとスーノ f ーバイヴパスワードびあります。 

通苗はユーヴノ（スワードを登録してくださし、。 

スーバーバイヴパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人のために用意され 
ています。スーパーパ'イヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードを巧ら 
ないユーヴは、セットアッププ□グラムの設定を変更でさないようにする、などいくつ 
かの制限を加えることびでをます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

ユーヴパスワードとスーパーバイヴバスワードに関して、次の表をご覧ください。 
本節では、セットアッププ□グラムからのユーヴパスワードの設定方法、キーフ□ッピー 
ディスク *1 の作成ち法、スーパーバイザパスワードプ□グラムについて説明します。 


ューヴバスワード 

スーパーバイザ 
パスワード 

設定方法 

キーフ□ッピー 
デイスダ 1 の作成 

-まち HW セットアップ 
. セットアッププ□グラム 

《「東芝 HW セットアップ」で設定す 
ることをおずすめします。 

防 ■ 「己章 2 東芝 HW セットアップ」 

セットアップ 
プログラム 

スーパーバイヴ 
パスワード設定:ツール 

0^「本節2スーパー 
バイヴパスワード」 


*1 ユーヴパスワードを忘れてしまった場合に使用します。 

7^) •バスワードは、スーバーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違うものを使用してく 
メモ ださし、。 

•バスワードを登録/削除しにを、電源を切る前に1」セットスイッチを巧ずと、設定した内容 
び無効になります。 
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o ユーザパスワードの登録 

セットアッププ□グラムからの方法を説明します。 

ユーザパスワードの登録をすると、パスワード賴除用フ□ッピーディスク（キーフ□ッ 
ピーディスク）を作成することびできます。 

キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フォーマット済みの 2 DD または 2 HD 
(1.44 MB ) フ□ッピーディスクび必要です。 

1 セットアッププ□グラムを起動する 

「本章]-1セットアッププ□グラムを起動ずる方法」 

2 力ーソルバーを 「 PASSWORD 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 
「Space I または I Backspace | キーを巧す 

パスワード入力画面び表示されます。 

パスワードび登録されている場合は、 「 PASSWORD 」 に 「 Registered 」 と表示されます。 
その場合は、パスワードを削除してから、登録してください。 

防 J (スヮードの削除方法。「本節1 - ユーヴノ（スワードの削除」 

3 ユーザパスワードを入力する 

パスワードは]□文字しソ内で入力します。入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

心 ■ 入力できる文字 A 「本節-パスワードとして使用できる文字」 

4 I Enter I キーを 巧す 

1回目のパスワードび確認され、パスワードの再入力画面び表示されます。 


U パスワードとして使用でをる文字 

パスワードに使用でさる文字は次のとおりです。 

パスワードは「**** (アスタリスク）」で表示されますので画面でお認できません。 
よくお認してから入力してください。 



アルファベット伴角） 

A 目 CDEFGHI J KLMN 

0 P Q RSTUVWXYZ 

使用でさるで字 

数字（半角） 

0123456789 


記号（単独のキーで入 
力でさる文字の一部） 

-八@ [] (スぺース） 

使用でさないで字 

•全角文字にバイト文字） 

-曰本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】 漢字、カタカナ、ひらがな、日本語入カシステム 
が供給する記号など 

-単独のキーで入力でをない（入力するとさに IShiftI キー 
などを使用する）文字 

【例】 1 (バーチカルライン）、这 (アンド）、 

~ (チルダ）など 

• ¥ (エン） 

じキーゃキーを巧すと¥び入力されます。 


ぶユーザパスワード 






5 2 回目のパスワードを入力する 

パスワードは手順3と同じパスワードを入力してください。入力すると1文字ごとに*び表 
示されまず。 

6 I Enter I キーを 巧す 

ユーヴパスワードび登録されます。2回目のバスワードび1回目のバスワードと異なる場合 
は、再度パスワードの入力画面び表示されます。手順3からやり直してください。 

7 パスワードの設定び終了した！5、医西]キーを巧す 

なのよラなメッセージび表示されます。 

Are you sure ? ( Y / N ) 

Insert password service disk if necessary 

8 キーフ □ッ ピー ディスクを作成する 

次の「キーフロッピーディスクの作成手順」に従って操作してください。 

セツトアップの内容び正しければ、のキーを巧します。四キーを押すと、セツトアップ画面 
に戻ります。 


y キーフ□ッピーディスクの作巧手順 

ユーヴパスワードを忘れた場合に使用する、キーフ □ッ ピーディスクを作成します。 
キーフ □ッ ピーディスクび必要ない場合は、フ □ッ ピーディスクを セッ トしないで、团 
キーを巧してください。そのまま終了します。 

0®^ キーフ□ッピーディスクの使いかた 

。「本節 1- ユーヴバスワードを忘れてしまった場合」 


① フオーマット済みの吕 DD または吕 HD (1.44 MB ) フ□ッピーディスクをセットずる 


ま意-壊されては困るデータの入っているフ□ッピーディスクは使用しないでくださし、。 
'v _データび消失しまず。_ 


②团 キーを 巧ず 

なのメッセージび表示されます。 


Password Service Disk Type ?(1:2 HD ,2:2 DD ) 


③セットされているフ□ッピーディスクび吕 HD の場合はのキーを、 2 DD の場合は 
固 キーを巧す 

フ□ッピーディスクへの書き込みを開始します（フ□ッピーディスクびセットされて 
いない場合は、そのまま終了します)。 

フ□ッピーディスクへの書を込みび終了すると、次のメッセージび表示されます。 


Remove the password service disk , then press any key . 


り フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを巧して終了する 
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ーユーザパスワードの削除 

1 ユーザパスワードの入力画面を表示する 

入力画面の表示ち法 A r 本節1 - ユーヴノ（スワードの登録」 

2 登録してあるユーザパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されまず。 

3 I Enter I キーを 巧す 

ユーヴパスワードび削除されます。 

入力したユーヴバスワードび登録したユーヴパスワードと異なる場合は、ビープ音び鳴りエ 
ラーメッセージび表示された後、パスワードの入力画面び表示されます。手順2からやり直 
してください。 

7^) -入カエラーび3回続いた場合は、け後パスワードの項目に力ーソルび移動できなくなりま 
f メ E す。この場合には、バソコン本体の電源を入れ直し、再度設定を行なってください。 

( Q ユーザパスワードを忘れてしまった場合) 

キーフ□ッピーディスクを使用して、登録したパスワードの解除と再設定びでさます。 
また、再設定したパスワードのキーフ□ッピーディスクち作成でをます。 

キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フォーマット済みの 2 DD または 2 HD 
(1.44 MB ) フ□ッピーディスクび必要です。 

•キーフ□ツピーディスクは、スタンバイ状態 （ pMiF ? 両0)、サスペンド状態 （ an )、 
f メ亡 休止状態 ( F 98) 実行時には使用できません。これらの機能を実行したとさに、バスワー 

ドを忘れてしまった場合は、お近くの保守サービスにご旧談ください。 

バスワードの解除を保守サービスに依頼される場合は、有償です。またそのとさ、身分証日月 
書（お客様ご自身を確認でさる物）の提示び必要です。 

① 「 Password =」 と表示された5、キーフ □ッ ピーディスクをフ □ッ ピーディスクド 
ライブに セッ トして、 I Enter I キーを押ず 

ノ（スワードび解除され、次のメッセージび表示されます。 


Set Password A 旨 ain ? ( Y / N ) 


②ユーザパスワードを再設定ずる場合は、团キーを押ず 

セットアップ画面び表示されまず。「本節ユーヴバスワードの登録」の手順2しソ降を 
行なってください。再設定後、システムび再起動します。 

ユーザパスワードを再設定しない場合は、圆キーを巧す 

ノ（スワードび解除され、巧のメッセージび表示されます。 


Remove the Disk,then press anv key 


フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを巧すと、システムび再超動します。 

ーユーザパスワードのを更 

ユーヴパスワードの削除を行なってから、登録を行なってください。 

OS ' 「本節1 - ユーザ J (スワードの削除」、「本節1 - ユーヴノでスワードの登録」 

167 


G UI システム構成と 

パスワードセキュリティ^ 
























[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

r " C:¥Pragram Files ¥ Toshiba¥Windows Utilities ¥ SVPWTool ¥ SVPW 32. exe"J 
と入力する 

[0 K ] ボタンをクリックする 

詳しくは、 「 README . HTM 」 をご覧ください。 


[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

r " C:¥Program Files ¥ Toshiba¥Windows Utilities ¥ SVPWTool ¥ README . HTM"J 
と入力する 

[0 K ] ボタンをクリックする 


Q TREADME . HTMJ の起動方法 


感 スーパーバイザパスワード 

I 参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参 

スーパーパイヴパスワードは「スーパーバイヴパスワード設定ツール」で設定します。 
「スーパーバイヴバスワード設定ツール」は、 Windows 上からスーパーバイヴパスワー 
ドの設定や設定の変更をするためのユーティ U ティです。 

Q 起動方法 


12 3 


2 3 


山 
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^^パスワードの乂力 

ユーヴパスワードび設定されている場合、電源を入れると次のよラになります。 

•「 Passwo 「 cl =_ 」と表示される 

• 画面び消'えた巧態になる（レジューム機能とタイマ-オン機能び設定されているとき) 
この場合は、なのよラにするとノ（ソコン本体び起動します。 

1設定したとおりにパスワードを入力し、 「巨な i り キーを巧す 

Arrow Mode 应 LED、Numeric Mode 田！ _ ED は、パスワードを設定したときと同じ状態に 
して < ださい。 

ユーヴパスワードを忘れた場合は、キーフロッピーディスクを使用してください。 

0®^ キーフ□ッピーディスクの使いかた 

〇「本節 1- ユーヴパスワードを忘れてしまった場合」 

•バスワードの入力5スを3回繰0返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入れ直し 
メち てください。 


( Q 起動時にユーザパスワードを入力した場合） 

インスタントセキュ U ティ巧態、スタンバイ （PH 巧画！） /サスペンド （ rail ) 
機能、休止状態 （Qira 厕） を実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を起 
動するには、ユーヴバスワードまたはスーバーバイヴバスワードを入力してください。 

-スーバーバイヴバスワードで、ユーヴバスワードからの起動による制限事項を設定している 
■メ亡 場合、ユーヴバスワードで起動すると制限を受けます。 

スーパーバイヴバスワードは「スーバーバイヴバスワード設定ツール」で設定します。 

「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
与> 「本節 2 スーパーバイヴバスワード」 


( Q 起動時にスーパーバイザパスワードを入力した場合) 

インスタントセキュ U ティ状態やスタンバイ（区這1阿0厕）/サスペンド ( FUTI ) 
機能を実行して電源を切った場合、再びバソコン本体を起動するにはスーバーバイヴパ 
スワードを入力してください。ユーヴパスワードの入力は受け付けません。 

休止状態 （ PMipl 画）を実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を超動する 
には、 ユー ヴノ（スワ ー ドまたは スーパー ノ（イヴノくスワ ー ドを入力してください。 

•スーバーバイザバスワードで、ユーヴバスワードか5の起動による制限事項を設定している 
■メ亡 場合、ユーヴバスワードで起動すると制限を受けます。 

スーバーバイヴバスワードは「スーバーバイヴバスワード設定ツール」で設定します。 

「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
〇「本節2スーパーバイヴバスワード」 
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